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第
7
回
町
駅
伝
人
会

行
政
相
談
（
休
養
村
セ
ン

タ
ー
）

　
〃
　
　
（
浦
田
）

坂
口
安
吾
祭

第
7
回
郡
美
術
展
（
別
口

ま
で
セ
ン
タ
ー
）

松
之
山
町
農
業
祭

さとうあかねさん

’婬』

ヵメラファインダーとこども

．o

《ノ／

のもとけいすけくん

・
瞭

汽
ぜ

お散歩しているところ

たきざわともこさん

　　　　　　禽、

　　　層』鱒

嚇夢
私とお母さんが歩いているところ

▼
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の
で
き
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水
稲
損
害
評
価
打
合
せ
会

議
会
総
務
民
生
委
員
会

法
務
人
権
相
談
（
セ
ン
タ
ー
）

住
宅
統
計
説
明
会

9
月
定
例
議
会
（
別
H
ま

で
）
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　コ
　狩
　り

編
集
後
記

九
月
に
人
っ
て
か
ら
雨
ば
か
り
、

あ
の
、
す
っ
き
り
ぬ
け
る
よ
う
な

秋
の
占
空
は
い
っ
た
い
ど
こ
へ
行

っ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　
一
年
中
で
一
番
忙
が
レ
い
、
そ

し
て
何
よ
り
も
で
々
ど
が
様
が
ほ

し
い
こ
の
時
期
だ
と
．
．
．
．
口
う
の
に
。

皆
さ
ん
、
農
作
業
の
方
は
ど
ん
な

で
し
ょ
う
か
。
刈
っ
て
み
た
ら
思

っ
た
よ
り
収
疑
が
少
な
い
と
い
う

よ
う
な
話
を
耳
に
し
ま
す
。
減
反
・

減
収
・
米
価
引
き
．
ト
げ
で
は
、
農

家
に
と
っ
て
は
厳
し
過
ぎ
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。

几
月
は
ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク

と
．
人
皇
陛
ド
の
ご
病
気
の
ニ
ュ
ー

ス
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

卜
月
は
、
ち
長
っ
と
落
ち
つ
い

た
月
に
な
れ
ば
い
い
で
す
ね
。
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に
o
り
ー

まつのやま②

雨
に
も
か
か
わ
ら
ず

　
　
　
　
　
大
勢
の
人
出
で
に
ぎ
わ
う

　
今
年
で
第
七
回
目
を
迎
え
た
”
町

農
業
・
芸
能
祭
”
が
、
十
月
二
十

九
日
か
ら
三
十
日
に
か
け
て
開
催

さ
れ
、
ア
ラ
レ
交
じ
り
の
冷
た
い

雨
が
降
る
あ
い
に
く
の
天
候
で
し

た
が
、
例
年
の
よ
う
に
大
勢
の
人

出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
午
前
九
時
か
ら
の
開
会
だ
っ
た

の
で
す
が
、
人
気
の
あ
る
野
菜
類

の
展
示
即
売
場
に
は
時
間
前
か
ら

沢
山
の
人
が
出
て
、
お
目
当
の
野

菜
を
買
い
求
め
る
姿
が
見
え
ま
し

た
。
　
セ
ン
タ
ー
の
中
で
は
「
伝
え
て

い
き
た
い
・
わ
が
家
の
味
と
香
り

展
」
。
町
内
の
芸
術
家
の
皆
さ
ん

が
作
品
を
出
品
し
て
の
「
町
展
」
。

食
生
活
推
員
の
皆
さ
ん
が
〃
カ
ボ

チ
ャ
の
み
た
ら
し
ダ
ン
ゴ
”
と
”
ジ

ャ
ガ
イ
モ
の
ダ
ン
ゴ
汁
”
を
作
っ

て
の
試
食
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
設
け

ら
れ
て
い
て
、
女
性
層
を
中
心
に

に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　
　
「
町
展
」
会
場
の
一
角
に
は
、

町
青
年
団
の
皆
さ
ん
が
こ
の
秋
か

ら
初
め
て
の
試
み
と
し
て
企
画
し

た
”
町
内
フ
ォ
ッ
ト
一
息
コ
ン
テ

ス
ト
”
の
写
真
が
展
示
さ
れ
、
見

に
来
て
い
た
だ
い
た
方
々
か
ら
審

査
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
冷
た
い
雨
が
降
り
続
く

セ
ン
タ
ー
前
の
広
場
で
は
、
良
質

米
共
励
会
の
稲
の
庭
、
小
や
ポ
ン
菓

子
作
り
、
小
型
除
、
雪
機
の
展
示
即

売
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
前
日
に
審

査
が
終
了
し
た
”
錦
鯉
”
も
展
示

さ
れ
、
皆
さ
ん
の
口
を
楽
し
ま
せ

て
い
ま
し
た
。

　
町
民
体
育
館
で
は
九
時
か
ら
”
第

八
回
芸
能
祭
”
が
開
催
さ
れ
、
踊

り
・
民
謡
・
劇
や
歌
舞
伎
な
ど
午

後
四
時
半
過
．
き
ま
で
熱
演
が
続
き

ま
し
た
。
こ
の
芸
能
祭
の
途
中
で

は
「
良
質
米
多
収
穫
表
彰
及
び
、

文
化
協
会
表
彰
」
も
行
わ
れ
、
良

質
米
の
方
で
は
、
異
状
な
ほ
ど
天

候
に
恵
ま
れ
な
い
中
に
あ
っ
て
、

十
ア
ー
ル
当
り
七
魯
二
十
三
キ

　
ロ
（
新
潟
早
生
）
の
収
量
を
あ
げ

た
相
沢
一
郎
さ
ん
（
松
之
山
）
を

は
じ
め
、
収
量
の
部
で
六
名
、
米

代
金
の
部
で
二
十
五
名
の
方
が
表

彰
を
受
け
ら
れ
た
ほ
か
、
文
化
表

彰
の
方
で
は
先
頃
行
わ
れ
た
”
郡

展
”
の
入
賞
者
を
中
心
に
、
町
文

化
発
展
の
功
労
者
の
方
々
が
表
彰

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
オ
ニ
ギ
リ
．
モ

チ
・
手
打
ち
そ
ば
の
無
料
試
食
コ

ー
ナ
ー
も
人
気
が
あ
り
、
最
悪
の

天
気
に
も
か
か
わ
ら
ず
去
年
並
み

に
用
意
し
た
品
物
が
ほ
ぽ
全
部
無

く
な
り
、
前
日
か
ら
お
手
伝
い
を

し
て
く
れ
て
い
た
役
員
の
お
母
さ

ん
方
を
喜
こ
ば
せ
た
よ
う
で
す
。

　
　
　
、
本
当
に
ご
苦
労
さ
ま
で

一

．簗、篭囑

躍
　・康
、森、

寡つ

好評

騒晒と〆

③まつのやま

1＞米代金の部

　　　良質米安定多収穫共励会

最優秀賞
「米収量の部」相沢一郎さん（松之山）

「米代金の部」渡辺喜久治さん（東　山）

〉米収量の部

入賞区分
出　　品　　者

品　　　種
10a当たり
米　代　金住　所 氏　　　名

最優秀賞 東　山 渡辺喜久治 コシヒカリ 275，262円

優秀賞 中　尾 高橋　　保 〃 265，052

〃 東　川 小野塚文雄 〃 263，089

〃 上川手 村山　邦一 〃 258，770

優良賞 五十子平 涌井　正二 〃 252，879

〃 湯　山 樋口　健一 〃 250，131

ノノ 藤　倉 丸山　　明 〃 ’247，382

〃 湯之島 山口　孝治 〃 241，492

入賞区分
出　　品　　者

品　　　種
10a当たり
精玄米収量

〃 兎　口 樋口　藤夫
ノノ 241，099

住　所 氏　　　名 〃 天水越 佐藤　久夫 〃 239，921

最優秀賞 松之山 相沢　一郎 新潟早生 723㎏ 〃 上之山 畔上　達雄 〃 239，921

優秀賞 坪　野 佐藤　ミヨ 新潟早生 721 〃 下蝦池 大見　文雄 〃 237，958

優良賞 東　川 丸山　嘉幸 〃 695 〃 黒　倉 山口　長一 〃 237り173

ノノ 湯　本 高橋　信一 アキヒカリ 686 〃 湯　山 樋口　清一 〃 236，780

〃 藤　倉 若月三太郎 新潟早生 673 〃 小　谷 和久井豊治 〃 236，780

〃 水　梨 中島　　徹 越みのり 657 〃 赤　倉 村山　里志
ノノ 235，995

良質米安定多収穫共励会

最優秀賞
「米収量の部」相沢一郎さん（松之山）

「米代金の部」渡辺喜久治さん（東　山）

〉米収量の部

　
今
年
で
二
〇
回
目
を
数
え
る
”
松

之
山
町
錦
鯉
品
評
会
”
が
、
二
十

九
日
（
土
〉
に
開
催
さ
れ
、
町
内

の
養
鯉
家
十
五
人
の
皆
さ
ん
が
大

切
に
育
て
た
百
五
匹
が
出
品
さ
れ

ま
し
た
。

　
泳
ぐ
宝
石
と
呼
ば
れ
る
こ
の
錦

鯉
、
色
や
形
、
大
き
さ
な
ど
で
審

査
さ
れ
ま
し
た
が
、
ど
の
鯉
も
素

晴
ら
し
く
美
し
く
見
え
ま
し
た
。

　
各
部
門
の
入
賞
者
は
次
の
方
々

で
す
。

▽
総
合
優
勝
（
敬
称
略
）

　
「
紅
白
」

▽
総
△
・
準
優
勝

　
「
紅
白
」

▽
ジ
ャ
ン
ボ
賞

　
「
紅
白
」

▽
一
部

優
勝

　
一
等

　
　

▽
一
一
部

優
勝

　
一
等

▽
三
部
優
勝

　
（
十
八
セ
ン
チ
未
満
）

「
紅
白
」
村
山

　
「
三
色
」
樋
口

「
そ
の
他
」
山
岸
敬
三
郎

　
（
二
八
セ
ン
チ
未
満
）

　
「
三
色
」
畔
上
　
勝
治

　
「
紅
白
」
丸
山
　
定
一

　
（
三
五
セ
ン
チ
未
満
）

　
「
紅
白
」
樋
口
　
幸
雄

竹
内
清
司

高
橋
平
八
郎

樋
ロ
　
ヨ
シ

　
　
　
政
栄

　
　
　
幸
雄

　
一
等

▽
四
部
優
勝

　
一
等

　
　
▽
五
部

　
一
等

　
〃 優
勝
「
銀
鱗
紅
白
」
山
岸
敬
三
郎

　
「
三
色
」
畔
上
　
勝
治

　
（
四
五
セ
ン
チ
未
満
）

．
「
紅
白
」
樋
口
　
幸
雄

　
「
三
色
し
畔
上
　
勝
治

「
そ
の
他
」
山
岸
敬
三
郎

　
（
四
五
セ
ン
チ
未
満
）

　
「
紅
白
」
高
波
『
和
平

「
三
色
」
　
久
保
田
寿
栄

　
四
十
五
点
の
出
品
料
理
の
中
で

次
の
五
点
に
、
町
長
よ
り
奨
励
賞

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

▽
奨
励
賞
受
賞
者

コ

干
大
根
の
カ
ラ
シ
巻
漬
け
」

　
下
川
手
　
志
償
一
枝
さ
ん

「
山
菜
の
シ
ソ
の
実
風
て
っ
か
巻
」

　
上
蝦
池
　
小
野
塚
賢
子
さ
ん

「
健
康
ト
ウ
ガ
ラ
シ
」

　
五
十
子
平
　
小
野
塚
マ
コ
ト
さ

　
ん「

干
し
コ
ゴ
メ
の
カ
ラ
シ
和
え
」

　
東
山
　
渡
辺
カ
シ
子
さ
ん

「
玄
米
コ
ロ
ッ
ケ
」

　
坂
中
　
南
雲
郁
子
さ
ん

フ
オ
ツ
ト
一
患

　
　
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

　
「
秋
の
松
之
山
」
を
テ
ー
マ
と

し
た
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
三
十

八
点
の
応
募
が
あ
り
、
一
般
の
方

三
百
四
十
二
名
か
ら
審
査
し
て
い

た
だ
い
た
結
果
、
次
の
方
々
の
作

品
が
入
賞
と
な
り
ま
し
た
の
で
紹

介
し
ま
す
。
な
お
、
青
年
団
で
は
、

こ
れ
か
ら
も
「
冬
」
「
春
」
「
夏
」
と

四
季
の
松
之
山
を
テ
ー
マ
に
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
を
行
い
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
最
優
秀
賞

　
重
野
　
一
男
さ
ん
（
下
蝦
池
）

　
　
「
秋
の
殉
工
」

▽
優
秀
賞

　
関
谷
　
敏
明
さ
ん
（
黒
倉
）

　
　
「
秋
の
撮
影
場
所
」

▽
優
秀
賞

　
相
沢
　
秋
男
さ
ん
（
小
谷
）

　
　
「
ノ
カ
燃
や
し
」

▽
入
選

　
佐
藤
　
正
徳
さ
ん
（
天
水
越
）

　
福
原
　
富
弥
さ
ん
（
松
之
山
）

　
佐
藤
　
強
さ
ん
　
　
（
天
水
越
）
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雨
に
も
か
か
わ
ら
ず

　
　
　
　
　
大
勢
の
人
出
で
に
ぎ
わ
う

　
今
年
で
第
七
回
目
を
迎
え
た
”
町

農
業
・
芸
能
祭
”
が
、
十
月
二
十

九
日
か
ら
三
十
日
に
か
け
て
開
催

さ
れ
、
ア
ラ
レ
交
じ
り
の
冷
た
い

雨
が
降
る
あ
い
に
く
の
天
候
で
し

た
が
、
例
年
の
よ
う
に
大
勢
の
人

出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
午
前
九
時
か
ら
の
開
会
だ
っ
た

の
で
す
が
、
人
気
の
あ
る
野
菜
類

の
展
示
即
売
場
に
は
時
間
前
か
ら

沢
山
の
人
が
出
て
、
お
目
当
の
野

菜
を
買
い
求
め
る
姿
が
見
え
ま
し

た
。
　
セ
ン
タ
ー
の
中
で
は
「
伝
え
て

い
き
た
い
・
わ
が
家
の
味
と
香
り

展
」
。
町
内
の
芸
術
家
の
皆
さ
ん

が
作
品
を
出
品
し
て
の
「
町
展
」
。

食
生
活
推
員
の
皆
さ
ん
が
〃
カ
ボ

チ
ャ
の
み
た
ら
し
ダ
ン
ゴ
”
と
”
ジ

ャ
ガ
イ
モ
の
ダ
ン
ゴ
汁
”
を
作
っ

て
の
試
食
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
設
け

ら
れ
て
い
て
、
女
性
層
を
中
心
に

に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　
　
「
町
展
」
会
場
の
一
角
に
は
、

町
青
年
団
の
皆
さ
ん
が
こ
の
秋
か

ら
初
め
て
の
試
み
と
し
て
企
画
し

た
”
町
内
フ
ォ
ッ
ト
一
息
コ
ン
テ

ス
ト
”
の
写
真
が
展
示
さ
れ
、
見

に
来
て
い
た
だ
い
た
方
々
か
ら
審

査
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
冷
た
い
雨
が
降
り
続
く

セ
ン
タ
ー
前
の
広
場
で
は
、
良
質

米
共
励
会
の
稲
の
庭
、
小
や
ポ
ン
菓

子
作
り
、
小
型
除
、
雪
機
の
展
示
即

売
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
前
日
に
審

査
が
終
了
し
た
”
錦
鯉
”
も
展
示

さ
れ
、
皆
さ
ん
の
口
を
楽
し
ま
せ

て
い
ま
し
た
。

　
町
民
体
育
館
で
は
九
時
か
ら
”
第

八
回
芸
能
祭
”
が
開
催
さ
れ
、
踊

り
・
民
謡
・
劇
や
歌
舞
伎
な
ど
午

後
四
時
半
過
．
き
ま
で
熱
演
が
続
き

ま
し
た
。
こ
の
芸
能
祭
の
途
中
で

は
「
良
質
米
多
収
穫
表
彰
及
び
、

文
化
協
会
表
彰
」
も
行
わ
れ
、
良

質
米
の
方
で
は
、
異
状
な
ほ
ど
天

候
に
恵
ま
れ
な
い
中
に
あ
っ
て
、

十
ア
ー
ル
当
り
七
魯
二
十
三
キ

　
ロ
（
新
潟
早
生
）
の
収
量
を
あ
げ

た
相
沢
一
郎
さ
ん
（
松
之
山
）
を

は
じ
め
、
収
量
の
部
で
六
名
、
米

代
金
の
部
で
二
十
五
名
の
方
が
表

彰
を
受
け
ら
れ
た
ほ
か
、
文
化
表

彰
の
方
で
は
先
頃
行
わ
れ
た
”
郡

展
”
の
入
賞
者
を
中
心
に
、
町
文

化
発
展
の
功
労
者
の
方
々
が
表
彰

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
オ
ニ
ギ
リ
．
モ

チ
・
手
打
ち
そ
ば
の
無
料
試
食
コ

ー
ナ
ー
も
人
気
が
あ
り
、
最
悪
の

天
気
に
も
か
か
わ
ら
ず
去
年
並
み

に
用
意
し
た
品
物
が
ほ
ぽ
全
部
無

く
な
り
、
前
日
か
ら
お
手
伝
い
を

し
て
く
れ
て
い
た
役
員
の
お
母
さ

ん
方
を
喜
こ
ば
せ
た
よ
う
で
す
。

　
　
　
、
本
当
に
ご
苦
労
さ
ま
で

一

．簗、篭囑

躍
　・康
、森、

寡つ

好評

騒晒と〆

③まつのやま

1＞米代金の部

　　　良質米安定多収穫共励会

最優秀賞
「米収量の部」相沢一郎さん（松之山）

「米代金の部」渡辺喜久治さん（東　山）

〉米収量の部

入賞区分
出　　品　　者

品　　　種
10a当たり
米　代　金住　所 氏　　　名

最優秀賞 東　山 渡辺喜久治 コシヒカリ 275，262円

優秀賞 中　尾 高橋　　保 〃 265，052

〃 東　川 小野塚文雄 〃 263，089

〃 上川手 村山　邦一 〃 258，770

優良賞 五十子平 涌井　正二 〃 252，879

〃 湯　山 樋口　健一 〃 250，131

ノノ 藤　倉 丸山　　明 〃 ’247，382

〃 湯之島 山口　孝治 〃 241，492

入賞区分
出　　品　　者

品　　　種
10a当たり
精玄米収量

〃 兎　口 樋口　藤夫
ノノ 241，099

住　所 氏　　　名 〃 天水越 佐藤　久夫 〃 239，921

最優秀賞 松之山 相沢　一郎 新潟早生 723㎏ 〃 上之山 畔上　達雄 〃 239，921

優秀賞 坪　野 佐藤　ミヨ 新潟早生 721 〃 下蝦池 大見　文雄 〃 237，958

優良賞 東　川 丸山　嘉幸 〃 695 〃 黒　倉 山口　長一 〃 237り173

ノノ 湯　本 高橋　信一 アキヒカリ 686 〃 湯　山 樋口　清一 〃 236，780

〃 藤　倉 若月三太郎 新潟早生 673 〃 小　谷 和久井豊治 〃 236，780

〃 水　梨 中島　　徹 越みのり 657 〃 赤　倉 村山　里志
ノノ 235，995

良質米安定多収穫共励会

最優秀賞
「米収量の部」相沢一郎さん（松之山）

「米代金の部」渡辺喜久治さん（東　山）

〉米収量の部

　
今
年
で
二
〇
回
目
を
数
え
る
”
松

之
山
町
錦
鯉
品
評
会
”
が
、
二
十

九
日
（
土
〉
に
開
催
さ
れ
、
町
内

の
養
鯉
家
十
五
人
の
皆
さ
ん
が
大

切
に
育
て
た
百
五
匹
が
出
品
さ
れ

ま
し
た
。

　
泳
ぐ
宝
石
と
呼
ば
れ
る
こ
の
錦

鯉
、
色
や
形
、
大
き
さ
な
ど
で
審

査
さ
れ
ま
し
た
が
、
ど
の
鯉
も
素

晴
ら
し
く
美
し
く
見
え
ま
し
た
。

　
各
部
門
の
入
賞
者
は
次
の
方
々

で
す
。

▽
総
合
優
勝
（
敬
称
略
）

　
「
紅
白
」

▽
総
△
・
準
優
勝

　
「
紅
白
」

▽
ジ
ャ
ン
ボ
賞

　
「
紅
白
」

▽
一
部

優
勝

　
一
等

　
　

▽
一
一
部

優
勝

　
一
等

▽
三
部
優
勝

　
（
十
八
セ
ン
チ
未
満
）

「
紅
白
」
村
山

　
「
三
色
」
樋
口

「
そ
の
他
」
山
岸
敬
三
郎

　
（
二
八
セ
ン
チ
未
満
）

　
「
三
色
」
畔
上
　
勝
治

　
「
紅
白
」
丸
山
　
定
一

　
（
三
五
セ
ン
チ
未
満
）

　
「
紅
白
」
樋
口
　
幸
雄

竹
内
清
司

高
橋
平
八
郎

樋
ロ
　
ヨ
シ

　
　
　
政
栄

　
　
　
幸
雄

　
一
等

▽
四
部
優
勝

　
一
等

　
　
▽
五
部

　
一
等

　
〃 優
勝
「
銀
鱗
紅
白
」
山
岸
敬
三
郎

　
「
三
色
」
畔
上
　
勝
治

　
（
四
五
セ
ン
チ
未
満
）

．
「
紅
白
」
樋
口
　
幸
雄

　
「
三
色
し
畔
上
　
勝
治

「
そ
の
他
」
山
岸
敬
三
郎

　
（
四
五
セ
ン
チ
未
満
）

　
「
紅
白
」
高
波
『
和
平

「
三
色
」
　
久
保
田
寿
栄

　
四
十
五
点
の
出
品
料
理
の
中
で

次
の
五
点
に
、
町
長
よ
り
奨
励
賞

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

▽
奨
励
賞
受
賞
者

コ

干
大
根
の
カ
ラ
シ
巻
漬
け
」

　
下
川
手
　
志
償
一
枝
さ
ん

「
山
菜
の
シ
ソ
の
実
風
て
っ
か
巻
」

　
上
蝦
池
　
小
野
塚
賢
子
さ
ん

「
健
康
ト
ウ
ガ
ラ
シ
」

　
五
十
子
平
　
小
野
塚
マ
コ
ト
さ

　
ん「

干
し
コ
ゴ
メ
の
カ
ラ
シ
和
え
」

　
東
山
　
渡
辺
カ
シ
子
さ
ん

「
玄
米
コ
ロ
ッ
ケ
」

　
坂
中
　
南
雲
郁
子
さ
ん

フ
オ
ツ
ト
一
患

　
　
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

　
「
秋
の
松
之
山
」
を
テ
ー
マ
と

し
た
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
三
十

八
点
の
応
募
が
あ
り
、
一
般
の
方

三
百
四
十
二
名
か
ら
審
査
し
て
い

た
だ
い
た
結
果
、
次
の
方
々
の
作

品
が
入
賞
と
な
り
ま
し
た
の
で
紹

介
し
ま
す
。
な
お
、
青
年
団
で
は
、

こ
れ
か
ら
も
「
冬
」
「
春
」
「
夏
」
と

四
季
の
松
之
山
を
テ
ー
マ
に
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
を
行
い
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
最
優
秀
賞

　
重
野
　
一
男
さ
ん
（
下
蝦
池
）

　
　
「
秋
の
殉
工
」

▽
優
秀
賞

　
関
谷
　
敏
明
さ
ん
（
黒
倉
）

　
　
「
秋
の
撮
影
場
所
」

▽
優
秀
賞

　
相
沢
　
秋
男
さ
ん
（
小
谷
）

　
　
「
ノ
カ
燃
や
し
」

▽
入
選

　
佐
藤
　
正
徳
さ
ん
（
天
水
越
）

　
福
原
　
富
弥
さ
ん
（
松
之
山
）

　
佐
藤
　
強
さ
ん
　
　
（
天
水
越
）



！
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o
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まつのやま④

　
今
年
で
第
七
回
目
を
迎
え
た
、

“
松
之
山
町
駅
伝
大
会
”
が
十
月
十

日
の
体
育
の
日
に
開
催
さ
れ
、
各

地
区
か
ら
八
チ
ー
ム
が
出
場
し
て

健
脚
を
競
い
あ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
の
焦
点
の
一
つ
に
、

第
一
回
大
会
か
ら
六
連
勝
を
続
け

て
い
る
松
里
チ
ー
ム
が
破
れ
る
か

ど
う
か
と
い
う
点
が
あ
り
ま
し
た

が
、
終
っ
て
み
る
と
や
は
り
強
く
、

ま
た
ま
た
松
里
A
チ
ー
ム
が
優
勝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
七
回
　
町
駅
伝
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
】
　
、

松
里
A
チ
ー
ム
が
七
連
覇
を
達
成

し
、
ト
ッ
プ
の
座
を
守
り
ま
し
た
。

　
昨
年
と
同
じ
コ
ー
ス
（
浦
田
中

学
校
前
～
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

ま
で
の
十
二
区
間
）
を
使
っ
て
行

わ
れ
た
．
こ
の
駅
伝
、
昨
年
は
松
里

チ
ー
ム
が
終
始
ト
ッ
プ
を
維
持
し

て
の
優
勝
で
し
た
が
、
今
回
は
ト

ッ
プ
が
目
ま
ぐ
る
し
く
入
れ
替
わ

る
レ
ー
ス
展
開
と
な
り
、
最
後
ま

　
　
　
　
　
で
優
勝
の
行
く
方
が

　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
’
一
一

慧
蕩

浦田中学校前を第i走者がスタート！

わ
カ
ら
な
い
　
引
常

に
接
戦
の
大
会
で
し

た
。　
松
里
・
三
省
・
松

里
と
前
半
か
ら
中
盤

ト
ッ
プ
争
い
を
演
じ
、

九
区
（
高
校
男
子
）

で
、
松
之
山
A
チ
ー

ム
の
村
山
君
が
、
自

己
の
持
つ
区
間
記
録

を
も
破
る
快
走
で
初

め
て
ト
ッ
プ
に
立
ち
、

そ
の
ま
ま
逃
げ
き
り

か
と
思
わ
れ
ま
し
た

力
　
十
一
区
（
高
校
女
子
）
で
再

び
松
里
A
が
逆
転
、
二
位
に
一
分

一
二
秒
の
差
を
つ
け
、
ト
ッ
プ
で

ゴ
ー
ル
イ
ン
し
ま
し
た
。

　
二
位
に
は
松
之
山
A
、
以
下
、

三
位
浦
田
A
・
四
位
三
省
・
五
位

布
川
と
な
り
、
各
地
区
の
エ
ー
ス

チ
ー
ム
が
L
位
を
占
め
た
事
に
な

り
ま
す
。

　
区
間
新
記
録
も
九
区
と
十
一
、
区

の
二
区
間
で
生
ま
れ
ま
し
た
が
、

い
ず
れ
も
今
ま
で
自
分
で
作
っ
た

記
録
を
．
更
新
し
た
も
の
で
、
努
力

の
成
果
が
出
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
駅
伝
大
会
終
了
後
に
行
わ
れ
た

”
第
五
回
町
民
健
康
マ
ラ
ソ
ン
”

に
は
、
幼
稚
園
児
か
ら
一
般
の
方

ま
で
の
三
九
六
名
が
参
加
、
か
つ

て
な
い
に
ぎ
や
か
な
大
会
と
な
り

ま
し
た
。

　
今
ま
で
二
回
に
分
け
て
ス
タ
ー

ト
さ
せ
て
い
た
も
の
を
三
回
に
す

る
な
ど
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
増

え
る
参
加
者
に
運
営
面
で
も
、
工

夫
が
必
要
に
な
っ
て
来
た
よ
う
で

一
　
〇

づ　
巳
之
下
線
を
使
っ
た
ニ
キ
ロ
の

コ
ー
ス
を
、
チ
ビ
ッ
子
か
ら
大
人

ま
で
一
生
け
ん
命
走
っ
て
、
体
育

、
の
日
に
い
い
汗
を
か
い
て
い
た
よ

う
で
す
。
こ
の
次
の
大
会
に
は
、

一
般
の
方
々
か
ら
も
っ
と
参
加
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

畢撰驚野2
396人が参加した健康マラソン

ヨ

皿
第
七
回
駅
伝
大
会
成
績

皿皿
▽
総
合
成
績

87654321位位位位位位位位
松
里
A

松
之
山
A

浦
田
中

三
　
省

布
　
川

松
里
B

浦
田
B

松
之
山
B

▽
区
間
優
勝
者

1211109876　　54331区区区区区区区”区区区区区

1　1　1　1　1　1　1　1　日寺

25　24　24　2322　19　19　18　ラ｝

5023030141412504秒

　
　
　
　
　
　
　
分

高
橋
重
幸
（
松
里
A
）
7

中
島
健
男
（
三
省
）
　
7

福
原
　
賢
（
〃
）
　
6

高
橋
政
信
（
松
里
A
）
7
・
0

志
賀
恵
美
（
松
之
山
A
）
3
・
5

滝
沢
山
美
（
松
里
A
）
3
・
5

山
口
麻
由
己
（
浦
田
A
）
5
・
1
3

本
山
　
久
（
　
〃
　
）
2
・
5
3

高
橋
剛
士
（
松
里
A
）
5
・
4
0

村
山
真
男
（
松
之
山
A
）
7
・
11

高
橋
　
弘
（
松
里
A
）
6
・
58

高
橋
美
代
子
（
〃
）
5
・
0
4

村
山
幸
夫
（
布
川
）
　
8
・
2
7 85802313523秒

（
太
字
　
区
間
新
記
録
）

⑤まつのやま

出
稼
ぎ
に
行
か
れ
る
方
は
、
異
動

手
続
き
を
忘
れ
ず
に
お
願
い
し
ま
す
。

社
会
保
険
に
加
入
し
た
ら

証
明
書
を
送
っ
て
下
さ
い

　
世
帯
主
は
、
自
分
の
世
帯
に
い

る
家
族
で
保
険
加
入
者
に
異
動
が

あ
っ
た
時
（
転
出
・
出
稼
ぎ
で
職

場
の
保
険
に
入
っ
た
と
き
、
子
供

が
生
ま
れ
た
り
亡
く
な
っ
た
と
き

な
ど
）
は
、
必
ず
十
四
日
以
内
に

届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

出
稼
ぎ
で
社
会
保
険
等
職
場
の
健

康
保
険
に
加
入
す
る
人
は
、
出
稼

ぎ
に
出
る
前
に
役
場
国
保
係
か
ら

社
会
保
険
加
入
証
明
書
用
紙
を
も

ら
い
、
会
社
か
ら
証
明
を
受
け
て

か
ら
役
場
へ
送
っ
て
下
さ
い
。

　
こ
の
証
明
書
が
届
く
と
、
あ
な

た
の
家
庭
に
連
絡
し
て
国
保
の
喪

失
届
を
し
て
い
た
だ
き
、
国
保
の

保
険
証
は
返
し
て
も
ら
い
ま
す
。

知
っ
て
ま
す
か
？

　
　
も
う
一
枚
の
保
険
証

　
保
険
証
は
、
一
世
帯
に
一
枚
が

原
則
で
す
が
、
出
稼
ぎ
、
長
期
の

旅
行
、
修
学
の
た
め
他
の
市
町
村

に
住
む
と
い
う
よ
う
な
場
合
は
、

一
世
帯
一
枚
の
保
険
証
で
は
間
に

合
い
ま
せ
ん
。
こ
う
い
う
場
合
、

特
に
も
う
一
枚
の
保
険
証
を
受
け

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
出
稼
ぎ
で
社
会
保
険
に
加
入
さ

れ
ま
す
と
、
世
帯
主
や
扶
養
者
の

あ
る
方
は
、
そ
の
家
族
も
一
緒
に

被
扶
養
者
と
し
て
社
会
保
険
に
加

入
し
ま
す
。
あ
な
た
の
保
険
証
の

ほ
か
に
家
族
の
方
に
「
遠
隔
地
被

保
険
者
証
」
を
受
け
、
家
族
の
方
に

送
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　
社
会
保
険
に
加
入
し
な
い
方
に

は
、
国
保
で
特
に
も
う
一
枚
の
保

険
証
を
交
付
し
ま
す
の
で
国
保
係

へ
相
談
く
だ
さ
い
。

医
療
機
関
に
提
示
・
連
絡
を

　
医
療
機
関
で
医
療
を
受
け
る
際

は
、
必
ず
保
険
証
を
医
療
機
関
の

受
付
窓
口
に
提
示
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
保
険
証
が
変
更

し
た
場
合
（
国
保
↓
社
保
・
社
保

↓
国
保
）
は
、
必
ず
医
療
機
関
に

早
め
に
連
絡
し
て
下
さ
い
。

　
老
人
保
健
に
つ
い
て
は
、
保
険

証
と
医
療
受
給
者
証
を
、
い
っ
し

ょ
に
提
示
し
て
下
さ
い
。

　
提
一
、
小
又
は
連
絡
を
し
な
か
っ
た

場
合
は
、
医
療
費
の
全
額
が
自
己

負
担
に
、
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

国保は私たちの大切な
　　　制度です

　　も〃．　妃，り鰯をP
　　　l，島，琶・一『

無劇．・　　一弓脚榊ん概

　　　あなど糖尿病を侮るな
糖
尿
病
は
、

プ
ト
時
代
に
コ

藁享

履筈全国糖尿病週間
譲隻　11月7日～13日
と　ジ・

す
る
病
気
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

　
す
い
蔵
で
つ
く
ら
れ
る
イ
ン
ス

ワ
ン
は
、
糖
尿
病
と
深
い
関
わ
り

の
あ
る
ホ
ル
モ
ン
で
、
血
液
中
の

ブ
ド
ウ
糖
を
体
内
で
有
効
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
変
え
る
働
き
の
］
端
を

担
っ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
イ
ン
ス
リ
ン
の
分

泌
が
不
足
す
る
と
、
血
液
中
の
ブ

ド
ウ
糖
は
有
効
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

し
て
体
内
で
利
用
さ
れ
な
く
な
り
、

余
分
な
ブ
ド
ヴ
糖
は
尿
の
中
に
あ

ふ
れ
出
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
糖
尿
病
は
、
イ
ン
ス
リ
ン
の
発

見
の
お
か
げ
で
進
行
に
歯
止
め
が

か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら

に
現
在
で
は
食
事
療
法
や
運
動
療

法
に
よ
り
、
治
療
が
出
来
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
患
者
は
年
々
増
え
る

一
方
で
、
全
国
で
二
百
五
十
万
人

も
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
背
景
に
は
、
栄
養

過
多
や
運
動
不
足
、
肥
満
、
不
規

則
な
生
活
や
ス
ト
レ
ス
な
ど
が
あ

る
と
指
摘
さ
れ
ま
す
。

　
糖
尿
病
で
一
番
怖
い
の
は
、
病

気
を
放
置
し
て
進
行
し
た
場
合
の

合
併
症
で
す
。
腎
不
全
や
失
明
、

心
臓
病
や
脳
血
管
障
害
、
神
経
障

　
　
　
　
え
　
そ

害
や
足
の
壊
疽
な
ど
が
あ
り
、
死

に
至
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。　
そ
こ
で
、
も
う
一
度
日
常
生
活

を
振
り
返
っ
て
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を

し
て
み
ま
し
ょ
う
。
糖
尿
病
の
特

徴
で
あ
る
空
腹
感
や
だ
る
さ
、
口

の
渇
き
、
多
飲
・
多
尿
な
ど
の
自

覚
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
自
分
か
ら
す
す
ん
で
検
診
を
受

け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

鱗雛
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今
年
で
第
七
回
目
を
迎
え
た
、

“
松
之
山
町
駅
伝
大
会
”
が
十
月
十

日
の
体
育
の
日
に
開
催
さ
れ
、
各

地
区
か
ら
八
チ
ー
ム
が
出
場
し
て

健
脚
を
競
い
あ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
の
焦
点
の
一
つ
に
、

第
一
回
大
会
か
ら
六
連
勝
を
続
け

て
い
る
松
里
チ
ー
ム
が
破
れ
る
か

ど
う
か
と
い
う
点
が
あ
り
ま
し
た

が
、
終
っ
て
み
る
と
や
は
り
強
く
、

ま
た
ま
た
松
里
A
チ
ー
ム
が
優
勝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
七
回
　
町
駅
伝
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
】
　
、

松
里
A
チ
ー
ム
が
七
連
覇
を
達
成

し
、
ト
ッ
プ
の
座
を
守
り
ま
し
た
。

　
昨
年
と
同
じ
コ
ー
ス
（
浦
田
中

学
校
前
～
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

ま
で
の
十
二
区
間
）
を
使
っ
て
行

わ
れ
た
．
こ
の
駅
伝
、
昨
年
は
松
里

チ
ー
ム
が
終
始
ト
ッ
プ
を
維
持
し

て
の
優
勝
で
し
た
が
、
今
回
は
ト

ッ
プ
が
目
ま
ぐ
る
し
く
入
れ
替
わ

る
レ
ー
ス
展
開
と
な
り
、
最
後
ま

　
　
　
　
　
で
優
勝
の
行
く
方
が

　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
’
一
一

慧
蕩

浦田中学校前を第i走者がスタート！

わ
カ
ら
な
い
　
引
常

に
接
戦
の
大
会
で
し

た
。　
松
里
・
三
省
・
松

里
と
前
半
か
ら
中
盤

ト
ッ
プ
争
い
を
演
じ
、

九
区
（
高
校
男
子
）

で
、
松
之
山
A
チ
ー

ム
の
村
山
君
が
、
自

己
の
持
つ
区
間
記
録

を
も
破
る
快
走
で
初

め
て
ト
ッ
プ
に
立
ち
、

そ
の
ま
ま
逃
げ
き
り

か
と
思
わ
れ
ま
し
た

力
　
十
一
区
（
高
校
女
子
）
で
再

び
松
里
A
が
逆
転
、
二
位
に
一
分

一
二
秒
の
差
を
つ
け
、
ト
ッ
プ
で

ゴ
ー
ル
イ
ン
し
ま
し
た
。

　
二
位
に
は
松
之
山
A
、
以
下
、

三
位
浦
田
A
・
四
位
三
省
・
五
位

布
川
と
な
り
、
各
地
区
の
エ
ー
ス

チ
ー
ム
が
L
位
を
占
め
た
事
に
な

り
ま
す
。

　
区
間
新
記
録
も
九
区
と
十
一
、
区

の
二
区
間
で
生
ま
れ
ま
し
た
が
、

い
ず
れ
も
今
ま
で
自
分
で
作
っ
た

記
録
を
．
更
新
し
た
も
の
で
、
努
力

の
成
果
が
出
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
駅
伝
大
会
終
了
後
に
行
わ
れ
た

”
第
五
回
町
民
健
康
マ
ラ
ソ
ン
”

に
は
、
幼
稚
園
児
か
ら
一
般
の
方

ま
で
の
三
九
六
名
が
参
加
、
か
つ

て
な
い
に
ぎ
や
か
な
大
会
と
な
り

ま
し
た
。

　
今
ま
で
二
回
に
分
け
て
ス
タ
ー

ト
さ
せ
て
い
た
も
の
を
三
回
に
す

る
な
ど
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
増

え
る
参
加
者
に
運
営
面
で
も
、
工

夫
が
必
要
に
な
っ
て
来
た
よ
う
で

一
　
〇

づ　
巳
之
下
線
を
使
っ
た
ニ
キ
ロ
の

コ
ー
ス
を
、
チ
ビ
ッ
子
か
ら
大
人

ま
で
一
生
け
ん
命
走
っ
て
、
体
育

、
の
日
に
い
い
汗
を
か
い
て
い
た
よ

う
で
す
。
こ
の
次
の
大
会
に
は
、

一
般
の
方
々
か
ら
も
っ
と
参
加
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

畢撰驚野2
396人が参加した健康マラソン

ヨ

皿
第
七
回
駅
伝
大
会
成
績

皿皿
▽
総
合
成
績

87654321位位位位位位位位
松
里
A

松
之
山
A

浦
田
中

三
　
省

布
　
川

松
里
B

浦
田
B

松
之
山
B

▽
区
間
優
勝
者

1211109876　　54331区区区区区区区”区区区区区

1　1　1　1　1　1　1　1　日寺

25　24　24　2322　19　19　18　ラ｝

5023030141412504秒

　
　
　
　
　
　
　
分

高
橋
重
幸
（
松
里
A
）
7

中
島
健
男
（
三
省
）
　
7

福
原
　
賢
（
〃
）
　
6

高
橋
政
信
（
松
里
A
）
7
・
0

志
賀
恵
美
（
松
之
山
A
）
3
・
5

滝
沢
山
美
（
松
里
A
）
3
・
5

山
口
麻
由
己
（
浦
田
A
）
5
・
1
3

本
山
　
久
（
　
〃
　
）
2
・
5
3

高
橋
剛
士
（
松
里
A
）
5
・
4
0

村
山
真
男
（
松
之
山
A
）
7
・
11

高
橋
　
弘
（
松
里
A
）
6
・
58

高
橋
美
代
子
（
〃
）
5
・
0
4

村
山
幸
夫
（
布
川
）
　
8
・
2
7 85802313523秒

（
太
字
　
区
間
新
記
録
）
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出
稼
ぎ
に
行
か
れ
る
方
は
、
異
動

手
続
き
を
忘
れ
ず
に
お
願
い
し
ま
す
。

社
会
保
険
に
加
入
し
た
ら

証
明
書
を
送
っ
て
下
さ
い

　
世
帯
主
は
、
自
分
の
世
帯
に
い

る
家
族
で
保
険
加
入
者
に
異
動
が

あ
っ
た
時
（
転
出
・
出
稼
ぎ
で
職

場
の
保
険
に
入
っ
た
と
き
、
子
供

が
生
ま
れ
た
り
亡
く
な
っ
た
と
き

な
ど
）
は
、
必
ず
十
四
日
以
内
に

届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

出
稼
ぎ
で
社
会
保
険
等
職
場
の
健

康
保
険
に
加
入
す
る
人
は
、
出
稼

ぎ
に
出
る
前
に
役
場
国
保
係
か
ら

社
会
保
険
加
入
証
明
書
用
紙
を
も

ら
い
、
会
社
か
ら
証
明
を
受
け
て

か
ら
役
場
へ
送
っ
て
下
さ
い
。

　
こ
の
証
明
書
が
届
く
と
、
あ
な

た
の
家
庭
に
連
絡
し
て
国
保
の
喪

失
届
を
し
て
い
た
だ
き
、
国
保
の

保
険
証
は
返
し
て
も
ら
い
ま
す
。

知
っ
て
ま
す
か
？

　
　
も
う
一
枚
の
保
険
証

　
保
険
証
は
、
一
世
帯
に
一
枚
が

原
則
で
す
が
、
出
稼
ぎ
、
長
期
の

旅
行
、
修
学
の
た
め
他
の
市
町
村

に
住
む
と
い
う
よ
う
な
場
合
は
、

一
世
帯
一
枚
の
保
険
証
で
は
間
に

合
い
ま
せ
ん
。
こ
う
い
う
場
合
、

特
に
も
う
一
枚
の
保
険
証
を
受
け

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
出
稼
ぎ
で
社
会
保
険
に
加
入
さ

れ
ま
す
と
、
世
帯
主
や
扶
養
者
の

あ
る
方
は
、
そ
の
家
族
も
一
緒
に

被
扶
養
者
と
し
て
社
会
保
険
に
加

入
し
ま
す
。
あ
な
た
の
保
険
証
の

ほ
か
に
家
族
の
方
に
「
遠
隔
地
被

保
険
者
証
」
を
受
け
、
家
族
の
方
に

送
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　
社
会
保
険
に
加
入
し
な
い
方
に

は
、
国
保
で
特
に
も
う
一
枚
の
保

険
証
を
交
付
し
ま
す
の
で
国
保
係

へ
相
談
く
だ
さ
い
。

医
療
機
関
に
提
示
・
連
絡
を

　
医
療
機
関
で
医
療
を
受
け
る
際

は
、
必
ず
保
険
証
を
医
療
機
関
の

受
付
窓
口
に
提
示
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
保
険
証
が
変
更

し
た
場
合
（
国
保
↓
社
保
・
社
保

↓
国
保
）
は
、
必
ず
医
療
機
関
に

早
め
に
連
絡
し
て
下
さ
い
。

　
老
人
保
健
に
つ
い
て
は
、
保
険

証
と
医
療
受
給
者
証
を
、
い
っ
し

ょ
に
提
示
し
て
下
さ
い
。

　
提
一
、
小
又
は
連
絡
を
し
な
か
っ
た

場
合
は
、
医
療
費
の
全
額
が
自
己

負
担
に
、
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

国保は私たちの大切な
　　　制度です

　　も〃．　妃，り鰯をP
　　　l，島，琶・一『

無劇．・　　一弓脚榊ん概

　　　あなど糖尿病を侮るな
糖
尿
病
は
、

プ
ト
時
代
に
コ

藁享

履筈全国糖尿病週間
譲隻　11月7日～13日
と　ジ・

す
る
病
気
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

　
す
い
蔵
で
つ
く
ら
れ
る
イ
ン
ス

ワ
ン
は
、
糖
尿
病
と
深
い
関
わ
り

の
あ
る
ホ
ル
モ
ン
で
、
血
液
中
の

ブ
ド
ウ
糖
を
体
内
で
有
効
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
変
え
る
働
き
の
］
端
を

担
っ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
イ
ン
ス
リ
ン
の
分

泌
が
不
足
す
る
と
、
血
液
中
の
ブ

ド
ウ
糖
は
有
効
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

し
て
体
内
で
利
用
さ
れ
な
く
な
り
、

余
分
な
ブ
ド
ヴ
糖
は
尿
の
中
に
あ

ふ
れ
出
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
糖
尿
病
は
、
イ
ン
ス
リ
ン
の
発

見
の
お
か
げ
で
進
行
に
歯
止
め
が

か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら

に
現
在
で
は
食
事
療
法
や
運
動
療

法
に
よ
り
、
治
療
が
出
来
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
患
者
は
年
々
増
え
る

一
方
で
、
全
国
で
二
百
五
十
万
人

も
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
背
景
に
は
、
栄
養

過
多
や
運
動
不
足
、
肥
満
、
不
規

則
な
生
活
や
ス
ト
レ
ス
な
ど
が
あ

る
と
指
摘
さ
れ
ま
す
。

　
糖
尿
病
で
一
番
怖
い
の
は
、
病

気
を
放
置
し
て
進
行
し
た
場
合
の

合
併
症
で
す
。
腎
不
全
や
失
明
、

心
臓
病
や
脳
血
管
障
害
、
神
経
障

　
　
　
　
え
　
そ

害
や
足
の
壊
疽
な
ど
が
あ
り
、
死

に
至
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。　
そ
こ
で
、
も
う
一
度
日
常
生
活

を
振
り
返
っ
て
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を

し
て
み
ま
し
ょ
う
。
糖
尿
病
の
特

徴
で
あ
る
空
腹
感
や
だ
る
さ
、
口

の
渇
き
、
多
飲
・
多
尿
な
ど
の
自

覚
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
自
分
か
ら
す
す
ん
で
検
診
を
受

け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
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昌■東頸城郡美術展覧会
松之山町から入選者が多数誕生？

　
今
回
で
第
七
回
目
を
迎
え
た
「
東

頸
城
郡
美
術
展
」
が
、
十
月
二
十

二
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
の
三
日

間
、
松
之
山
町
民
体
育
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
．

　
松
之
山
町
で
第
一
回
郡
展
が
開

か
れ
て
か
ら
郡
内
各
町
村
を
一
巡

し
、
二
巡
目
に
入
っ
た
事
に
な
る

こ
の
”
郡
展
”
、
年
々
出
品
展
数

も
増
え
、
ま
た
、
作
品
の
レ
ベ
ル

も
一
段
と
向
上
し
て
い
る
よ
う
で

す
。
　
第
七
回
郡
展
に
は
絵
画
七
十
二

点
、
書
道
十
八
点
、
写
真
六
十
八

点
、
彫
塑
・
工
［
芸
十
七
点
と
、
四

■．

部
門
に
百
七
十
五
点
の
出
品
が
あ

り
、
各
部
門
ご
と
に
郡
展
賞
一
点
、

奨
励
賞
主
点
、
審
査
員
特
別
賞
一

点
が
選
ば
れ
、
二
十
三
日
に
表
彰

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
松
之
山
か
ら
は
四
部
門
に
郡
内

で
一
番
多
い
九
十
四
点
の
出
品
が

あ
り
、
残
念
な
が
ら
郡
展
賞
は
取

れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
奨
励
賞
を

八
名
の
方
が
、
ま
た
審
査
員
特
別

賞
を
一
名
の
方
が
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。
　
奨
励
賞
を
受
け
ら
れ
た
方
は
、

絵
画
部
門
で
草
村
慶
子
さ
ん
（
湯

山
）
、
山
口
清
治
さ
ん
（
湯
之
島
）
、

●　　φ

●　　　σ　　　，

’。φ　　彫塑・工芸部門
の　　　び　　　ノ

．．　　　審査員特別賞

囎願　　く「舞　　子」

　　　　　丸山寅吉さん

　　　　　　　　　（小谷）

　　◎　●
■

◎　　　　孕

高
沢
利
一
さ
ん
（
北
浦
田
）
が
。

書
道
部
門
で
本
山
勉
さ
ん
（
北
浦

田
）
、
本
山
一
夫
さ
ん
（
田
麦
立
）
、

小
野
塚
喜
美
子
さ
ん
（
松
之
山
）

が
。
写
真
部
門
で
小
口
成
一
さ
ん

（
松
之
山
）
、
小
見
重
義
さ
ん
（
黒

倉
）
が
。
ま
た
、
審
査
員
特
別
賞

に
は
彫
塑
・
工
芸
部
門
の
丸
山
寅

吉
さ
ん
（
小
谷
）
が
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。
各
受
賞
者
の
皆
さ
ん
、
お

め
で
と
う
ご
、
ざ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
郡
展
に
出
品
さ
れ
た
作
品

は
、
十
月
二
十
九
H
か
ら
三
十
一

口
ま
で
開
催
さ
れ
た
”
町
展
”
に

も
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

▲絵画部門　奨励賞

　　「初　夏」

　　　　草村慶子さん（湯山）

各
部
門
受
賞
者

▽
絵
郡
展
賞

第，，，，議麓峯第，，“議欝暑難ノノ〃議震影麺〃〃

賞　　賞賞　賞　　賞賞、＿員　　賞貝塑賞 画　
井
上
昭
子
　
　
（
牧
村
）

　
草
村
慶
子
（
松
之
山
町
）

山
口
清
治
（
〃
　
）

　
高
沢
利
一
（
　
〃
　
　
）

　
横
山
　
嵩
（
浦
川
原
村
）

・
工
芸

　
大
滝
健
治
（
浦
川
原
村
）

　
武
田
大
助
　
　
（
大
島
村
）

　
横
山
　
嵩
（
浦
川
原
村
）

　
蓑
和
　
章
（
　
〃
　
　
）

　
丸
山
寅
吉
（
松
之
山
町
）

道　
高
沢
優
美
子
（
松
代
町
）

　
本
山
　
勉
（
松
之
山
町
）

　
本
山
一
夫
（
〃
　
）

　
小
野
塚
喜
美
子
（
〃
）

　
西
潟
平
司
　
　
（
松
代
町
）

真
五
＋
山
風
修

小
口
成
一

小
見
重
義

瀬
沼
伸
彦

塩
崎
直
二

　
　
（
牧
村
）

（
松
之
山
町
）

（
〃
　
　
）

（
松
代
町
）

（
浦
川
原
村
）

臼
絵
画
部
門
（
版
画
）
　
奨
励
賞

　
　
「
故
郷
山
川
」

〈
　
　
　
　
高
沢
利
「
さ
ん
（
北
浦
田
）

励賞「冬山のからまつ」
山口清治さん（湯之島）

薗
荒
森
甚
別
薬
窒
夙
舞
酬

老帰』

曾
鷺
糞
函
倒
圃
鷺
窯
、
丸
鷺
盗

撃
凄
老
偽
音
．
蒋
郵
、
．
霞
愈

婆
霧
糟
叢
ゑ
露
㌘
慶
．
を
蚤

轟み

睡
馨
ら
望
穿
蘭
・
碧
烈
・
鍾
．
糞
・
蒙
篭

σ暫

卸
霧
ゑ
を
あ
讐

ン
凝
壁
佑
㈱
魚
動

皿
葵
．
マ
毒
弩
属
、

4
融
喜
砲
肇
ゑ
幡
瀞
拶
・
・

▲書道部門　奨励賞
「古風其十（季白詩」）

　　本山勉ざん（北浦田）

⑦まつのやま

▲書道部門　奨励賞

　「杜甫詩」

本山一夫さん（田麦立）

▲写真部門　奨励賞
「撫」（ブナ）小見重義さん（黒倉）

　
書
道
部
門
　
奨
励
賞

く
　
　
「
曹
全
碑
」
小
野
塚
喜
美
子
さ
ん
（
松
之
山
）

▲写真部門　奨励賞
「松代・松之山線四季」小口成一さん（松之山）
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昌■東頸城郡美術展覧会
松之山町から入選者が多数誕生？

　
今
回
で
第
七
回
目
を
迎
え
た
「
東

頸
城
郡
美
術
展
」
が
、
十
月
二
十

二
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
の
三
日

間
、
松
之
山
町
民
体
育
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
．

　
松
之
山
町
で
第
一
回
郡
展
が
開

か
れ
て
か
ら
郡
内
各
町
村
を
一
巡

し
、
二
巡
目
に
入
っ
た
事
に
な
る

こ
の
”
郡
展
”
、
年
々
出
品
展
数

も
増
え
、
ま
た
、
作
品
の
レ
ベ
ル

も
一
段
と
向
上
し
て
い
る
よ
う
で

す
。
　
第
七
回
郡
展
に
は
絵
画
七
十
二

点
、
書
道
十
八
点
、
写
真
六
十
八

点
、
彫
塑
・
工
［
芸
十
七
点
と
、
四

■．

部
門
に
百
七
十
五
点
の
出
品
が
あ

り
、
各
部
門
ご
と
に
郡
展
賞
一
点
、

奨
励
賞
主
点
、
審
査
員
特
別
賞
一

点
が
選
ば
れ
、
二
十
三
日
に
表
彰

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
松
之
山
か
ら
は
四
部
門
に
郡
内

で
一
番
多
い
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十
四
点
の
出
品
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な
が
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郡
展
賞
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取
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も
の
の
、
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励
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八
名
の
方
が
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ま
た
審
査
員
特
別
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受
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さ
れ
ま
し
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4
ヘ
リ
コ
ブ
タ
ー
で
温
泉
を
見
つ
け
る
ぞ
！

　
町
で
は
こ
れ
か
ら
訪
れ
よ
う
と

◎
る
高
齢
化
社
会
に
対
弓
る
福
祉

面
と
、
リ
ソ
ー
ト
時
代
に
対
晒
し

て
い
く
た
め
の
新
し
い
資
源
開
発

に
取
り
組
ん
で
い
．
」
う
と
し
て
い

ま
d
、
が
、

．
」
の
程
、
そ
の
第
「
歩

と
し
て
温
泉
探
し
に
着
手
し
ま
し

た
。　
こ
の
調
査
は
、
町
内
ニ
カ
助
（
湯

山
か
ら

兎
口
の
「
帯
と
、
大
厳
寺

か
、
b
浦
田
の
一
部
）
を
、
ヘ
リ
コ

プ
9
i
に
よ
り
空
中
か
ら
探
禽
す

る
と
い
つ
方
法
で

行
わ
れ
、
ナ
月

三
日
．

日
の
二
日
間
調
査
が
実

施
さ
れ
ま
し
た

。
今
後

．
」
の
調
査

資
料
の
細
か
い
分
析
が
待
わ
れ
、

来
葺
の

三
月
末
頃
に
結
果
が
出
る

｝
定
で

召
p

　
脅
カ

な
温
泉
脈
が
発
見
さ
れ
る

事
を

期
待
し
た
い
も
の
で
弓
。

このヘリコプターで温泉探査。町民グラ

ンドを発着に利用して調査しました。

．カナダの人も初参加

2
　
松
之
由
町
観
光
協
会
ぐ
、
は
、
臼

年
十
月
に
キ
ノ
コ
狩
り
ツ
ア
ー
を

企
画
し
て
誘
客
に
努
め
て
い
ま
弓

が
、
今
年
も
大
厳
寺
高
原
を
会
場

に
、
十
月
九
臼
と
寸
六
臼
の
二
回

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
キ
ノ
コ
狩
り
に
参
加
さ
れ

た
万
は
延
二
五
〇
人
に
達
し
、
大

変
な
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
受
伺
を
．

済
ま
せ
る
と
、
早
速
山
に
入
っ
て

午
前
中
キ
ノ
コ
狩
り
を
楽
し
み
、

取
っ
て
来
た
キ
ノ
コ
を
早
川
幸
｝

先
生
と
滝
沢
傳
さ
ん
に
鑑
定
．
し
て

も
ら
つ
て
い
ま
し
た
。

大
厳
寺
高
原
で
キ
ノ
コ
狩
り
。

　
・
．
」
の
二
回
の
キ
ノ
コ
狩
り
で
取

れ
た

キ
ノ
」
の
種
類
は
、
禽
用
・

笛
．
取
蕾
の
も
の
合

副
で
二
五

程
に
達
し
．
そ
の
橦
類
の
多
さ
に

驚
か
さ
れ
ま
◎
。

し
か
し
、
こ
の

中
で
南
キ
ノ
コ
は
二
寸

種
し
か

な
．
ぐ
、
、
、
禽
用
の
方
が
ず
っ
と
多
い

そ
・

つ
で
◎
。
ま
た
、
面
白
い
キ
ノ

コ
（
珍
し
い
）
に
￥
の
ぱ
り
り
ゅ
？

く
ろ
ら
っ
ば
た

け
・
へ
ち
た
け
・

ず
き
ん
た
け
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　
鑑
定

の
後
は
キ
ノ
コ
汁
で
昼
食

李
食
べ
た
り
、
先
生
よ
り
キ
ノ
コ

講
習
を

登
け
た
り
し
て
、
楽
し
い

皿
日
を
過
し
て
い
ま
し
た
。

一
五
〇
人
参
加

轍　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～』

』
rこれは珍しいキノコを取って来まし届」

鑑定してくれた滝沢博さん。

3
　
松
之
山
ゆ
か
り
の
文
豪
「
坂
ロ

安
吾
し
の
生
誕
を
記
念
し
て
の
、

第
｝
回
坂
ロ
安
吾
祭
が
十
月
二
十

日
、
昨
年
建
立
さ
れ
た
文
学
記
念

碑
前
で
安
吾
フ
ァ
ン
七
十
名
程
が

参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
安
吾
祭
は
、
坂
口
安
吾
の

甥
に
あ
た
り
、
、
ま
た
、
文
学
記
念

碑
保
存
会
長
で
も
あ
る
村
山
町
長

の
呼
び
掛
け
に
よ
り
行
わ
れ
た
も

の
で
、
新
潟
而
か
ら
も
「
安
吾
の

会
し
の
会
員
十
七
名
が
駆
け
つ
け

て
く
れ
ま
し
た
。

　
午
前
十
『
時
よ
り
始
ま
っ
た
安

坂
ロ
安
吾
祭
文
学
記
念
碑
の
前
で
に
ぎ
や
か
に

吾
祭
。
参
加
者
全
員
が
文
学
記
念

碑
を
囲
む
よ
う
に
座
り
．
上
越
教

育
大
の
相
馬
正
』
教
授
の
記
念
講

演
．
坂
臼
安
吾
の
実
像
と
虚
像
し

に
耳
を
傾
け
、
し
ば
し
文
学
の
世

界
に
思
い
を
巡
ら
し
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
新
潟
「
安
吾
の
会

の
報
告
と
生
誕
記
念
バ
ー
テ
ィ
が

行
わ
れ
、
素
晴
ら
し
い
秋
空
の

も
と
、
い
つ
も
静
か
な
記
念
碑
の

囲
り
で
は
に
ぎ
や
か
な
文
学
談
義

が
、
あ
ち
こ
ち
で
交
わ
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

村山町長が開会のあいさっ

　　　（記念碑保存会長）

記念碑を囲んでの記念講演会　講師相馬正一先生

⑨まつのやま

欝甑饗鮮
　　　　謹一

爆灘

4
「
み
ん
な
火
事
に
気
を
つ
け
て
ね
」
パ
ッ
ピ
姿
が
カ
ッ
コ
イ
イ
！

まくらは幼年消防隊

　　　　　　みんなでピース！

　
十
月
二
十
六
日
か
ら
【
週
間
”
秋

の
防
火
週
間
”
が
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
こ
の
期
間
中
．
町
内
の
四
つ

の
保
育
所
の
園
児
た
ち
は
幼
年
消

防
隊
の
ハ
ッ
ピ
を
．
着
て
通
園
し
、

火
災
予
防
運
動
に
一
役
か
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

　
全
国
の
幼
稚
園
や
保
育
園
の
子

供
た
ち
で
組
織
さ
れ
て
い
る
”
幼

年
消
防
隊
”
。
松
之
由
の
子
供
た

ち
も
そ
の
隊
員
で
、
臼
頃
か
ら
避

難
訓
練
や
消
火
器
の
使
．
い
万
を
習

っ
た
り
．
火
の
怖
さ
を
勉
強
し
た

り
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
々
、
b
寒
ユ
い
菜
、
～

に
む
か
い
暖

房
器
具
な
ど
、
火
を
使
う
串
が
大

変
多

ぐ
、
な
り
ま
す
。
子
供
た
ち
の

願
い
を
無
に
し
な
い
よ
う
、
火
の

用
心
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　・瓢畷幽榊

鱗鞭網嚇ふ　　　§幽蚊藷鍵

週間火の用心のハッピを

　　　　　　着て元気に通園
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4
ヘ
リ
コ
ブ
タ
ー
で
温
泉
を
見
つ
け
る
ぞ
！

　
町
で
は
こ
れ
か
ら
訪
れ
よ
う
と

◎
る
高
齢
化
社
会
に
対
弓
る
福
祉

面
と
、
リ
ソ
ー
ト
時
代
に
対
晒
し

て
い
く
た
め
の
新
し
い
資
源
開
発

に
取
り
組
ん
で
い
．
」
う
と
し
て
い

ま
d
、
が
、

．
」
の
程
、
そ
の
第
「
歩

と
し
て
温
泉
探
し
に
着
手
し
ま
し

た
。　
こ
の
調
査
は
、
町
内
ニ
カ
助
（
湯

山
か
ら

兎
口
の
「
帯
と
、
大
厳
寺

か
、
b
浦
田
の
一
部
）
を
、
ヘ
リ
コ

プ
9
i
に
よ
り
空
中
か
ら
探
禽
す

る
と
い
つ
方
法
で

行
わ
れ
、
ナ
月

三
日
．

日
の
二
日
間
調
査
が
実

施
さ
れ
ま
し
た

。
今
後

．
」
の
調
査

資
料
の
細
か
い
分
析
が
待
わ
れ
、

来
葺
の

三
月
末
頃
に
結
果
が
出
る

｝
定
で

召
p

　
脅
カ

な
温
泉
脈
が
発
見
さ
れ
る

事
を

期
待
し
た
い
も
の
で
弓
。

このヘリコプターで温泉探査。町民グラ

ンドを発着に利用して調査しました。

．カナダの人も初参加

2
　
松
之
由
町
観
光
協
会
ぐ
、
は
、
臼

年
十
月
に
キ
ノ
コ
狩
り
ツ
ア
ー
を

企
画
し
て
誘
客
に
努
め
て
い
ま
弓

が
、
今
年
も
大
厳
寺
高
原
を
会
場

に
、
十
月
九
臼
と
寸
六
臼
の
二
回

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
キ
ノ
コ
狩
り
に
参
加
さ
れ

た
万
は
延
二
五
〇
人
に
達
し
、
大

変
な
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
受
伺
を
．

済
ま
せ
る
と
、
早
速
山
に
入
っ
て

午
前
中
キ
ノ
コ
狩
り
を
楽
し
み
、

取
っ
て
来
た
キ
ノ
コ
を
早
川
幸
｝

先
生
と
滝
沢
傳
さ
ん
に
鑑
定
．
し
て

も
ら
つ
て
い
ま
し
た
。

大
厳
寺
高
原
で
キ
ノ
コ
狩
り
。

　
・
．
」
の
二
回
の
キ
ノ
コ
狩
り
で
取

れ
た

キ
ノ
」
の
種
類
は
、
禽
用
・

笛
．
取
蕾
の
も
の
合

副
で
二
五

程
に
達
し
．
そ
の
橦
類
の
多
さ
に

驚
か
さ
れ
ま
◎
。

し
か
し
、
こ
の

中
で
南
キ
ノ
コ
は
二
寸

種
し
か

な
．
ぐ
、
、
、
禽
用
の
方
が
ず
っ
と
多
い

そ
・

つ
で
◎
。
ま
た
、
面
白
い
キ
ノ

コ
（
珍
し
い
）
に
￥
の
ぱ
り
り
ゅ
？

く
ろ
ら
っ
ば
た

け
・
へ
ち
た
け
・

ず
き
ん
た
け
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　
鑑
定

の
後
は
キ
ノ
コ
汁
で
昼
食

李
食
べ
た
り
、
先
生
よ
り
キ
ノ
コ

講
習
を

登
け
た
り
し
て
、
楽
し
い

皿
日
を
過
し
て
い
ま
し
た
。

一
五
〇
人
参
加

轍　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～』

』
rこれは珍しいキノコを取って来まし届」

鑑定してくれた滝沢博さん。

3
　
松
之
山
ゆ
か
り
の
文
豪
「
坂
ロ

安
吾
し
の
生
誕
を
記
念
し
て
の
、

第
｝
回
坂
ロ
安
吾
祭
が
十
月
二
十

日
、
昨
年
建
立
さ
れ
た
文
学
記
念

碑
前
で
安
吾
フ
ァ
ン
七
十
名
程
が

参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
安
吾
祭
は
、
坂
口
安
吾
の

甥
に
あ
た
り
、
、
ま
た
、
文
学
記
念

碑
保
存
会
長
で
も
あ
る
村
山
町
長

の
呼
び
掛
け
に
よ
り
行
わ
れ
た
も

の
で
、
新
潟
而
か
ら
も
「
安
吾
の

会
し
の
会
員
十
七
名
が
駆
け
つ
け

て
く
れ
ま
し
た
。

　
午
前
十
『
時
よ
り
始
ま
っ
た
安

坂
ロ
安
吾
祭
文
学
記
念
碑
の
前
で
に
ぎ
や
か
に

吾
祭
。
参
加
者
全
員
が
文
学
記
念

碑
を
囲
む
よ
う
に
座
り
．
上
越
教

育
大
の
相
馬
正
』
教
授
の
記
念
講

演
．
坂
臼
安
吾
の
実
像
と
虚
像
し

に
耳
を
傾
け
、
し
ば
し
文
学
の
世

界
に
思
い
を
巡
ら
し
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
新
潟
「
安
吾
の
会

の
報
告
と
生
誕
記
念
バ
ー
テ
ィ
が

行
わ
れ
、
素
晴
ら
し
い
秋
空
の

も
と
、
い
つ
も
静
か
な
記
念
碑
の

囲
り
で
は
に
ぎ
や
か
な
文
学
談
義

が
、
あ
ち
こ
ち
で
交
わ
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

村山町長が開会のあいさっ

　　　（記念碑保存会長）

記念碑を囲んでの記念講演会　講師相馬正一先生

⑨まつのやま

欝甑饗鮮
　　　　謹一

爆灘

4
「
み
ん
な
火
事
に
気
を
つ
け
て
ね
」
パ
ッ
ピ
姿
が
カ
ッ
コ
イ
イ
！

まくらは幼年消防隊

　　　　　　みんなでピース！

　
十
月
二
十
六
日
か
ら
【
週
間
”
秋

の
防
火
週
間
”
が
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
こ
の
期
間
中
．
町
内
の
四
つ

の
保
育
所
の
園
児
た
ち
は
幼
年
消

防
隊
の
ハ
ッ
ピ
を
．
着
て
通
園
し
、

火
災
予
防
運
動
に
一
役
か
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

　
全
国
の
幼
稚
園
や
保
育
園
の
子

供
た
ち
で
組
織
さ
れ
て
い
る
”
幼

年
消
防
隊
”
。
松
之
由
の
子
供
た

ち
も
そ
の
隊
員
で
、
臼
頃
か
ら
避

難
訓
練
や
消
火
器
の
使
．
い
万
を
習

っ
た
り
．
火
の
怖
さ
を
勉
強
し
た

り
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
々
、
b
寒
ユ
い
菜
、
～

に
む
か
い
暖

房
器
具
な
ど
、
火
を
使
う
串
が
大

変
多

ぐ
、
な
り
ま
す
。
子
供
た
ち
の

願
い
を
無
に
し
な
い
よ
う
、
火
の

用
心
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　・瓢畷幽榊
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町
の
あ
ゆ
み
は

　
　
四
千
五
百
年
前
か
ら

　
縄
目
の
文
様
を
つ
け
た
素
焼
の

土
器
を
つ
く
り
、
狩
猟
、
採
集
の

生
活
を
し
て
い
た
一
万
年
か
ら
二

千
三
百
年
ほ
ど
前
の
時
代
を
縄
文

時
代
と
い
い
ま
す
。

　
こ
の
頃
の
人
び
と
が
使
用
し
た

土
器
・
石
器
を
遺
物
、
地
面
に
残

し
た
跡
を
遺
構
と
い
い
ま
す
。

　
町
内
に
は
、
三
桶
字
深
田
、
橋

詰
字
居
村
・
湯
山
字
中
江
・
小
各

字
居
村
。
同
深
林
・
黒
倉
字
ニ
ツ

沢
・
浦
田
字
西
之
前
な
ど
に
遺
物

が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　
い
ま
ま
で
に
、
一
番
古
い
土
器

が
見
つ
か
っ
た
の
は
、
湯
山
の
中

江
遺
跡
で
、
鶏
の
と
さ
か
に
似
た

把
手
を
つ
け
た
鉢
形
の
土
器
で
し

た
。
い
ま
か
ら
お
よ
そ
四
千
五
百

年
ほ
ど
前
の
も
の
で
、
そ
の
頃
の

気
候
は
、
い
ま
と
ほ
と
ん
ど
変
わ

ら
な
か
っ
た
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
四
千
年
ほ
ど
前
に
な
り
ま
す
と
、

深
田
、
・
橋
詰
居
村
・
深
林
・
小
谷
・

居
村
・
黒
倉
の
十
文
字
な
ど
に
も
、

人
び
と
が
生
活
の
跡
を
残
し
て
い

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
中
江
に
も
こ
の

頃
の
生
活
の
跡
が
あ
り
ま
す
。

　
三
千
五
百
年
ほ
ど
前
に
な
り
ま

す
と
、
深
田
・
橋
詰
居
村
・
黒
倉

の
十
文
字
な
ど
に
も
、
人
び
と
が

生
活
を
し
ま
し
た
が
、
気
温
が
少

し
さ
が
り
、
生
活
環
境
が
、
悪
く
な

り
、
生
活
の
跡
が
少
な
く
な
り
ま

し
た
。

　
二
千
五
百

年
ほ
ど
前
に

用
い
た
土
器

が
西
之
前
で

見
つ
か
っ
て

い
ま
す
．

　
八
月
下
旬
、

町
内
の
中
幽
子

生
が
深
田
の

，
段
丘
上
で
発

掘
調
査
に
汗

を
流
し
ま
し

た
。

　
深
田
遺
跡

は
、
標
高
約

二
四
七
麿
余

の
丘
の
上
に
、
約
千

二
百
平
方
層
に
広
が

る
遺
跡
で
、
現
在
ラ

ッ
キ
ョ
ウ
畑
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
下
の
写
真
の
よ
う

に
、
平
担
な
日
当
り

の
よ
い
と
こ
ろ
で
、

遺
跡
の
北
側
に
は
越

道
川
が
流
れ
、
東
側

は
山
に
つ
づ
き
ま
す
。

　
川
で
魚
を
採
り
、

上
の
写
真
の
貯
蔵
庫

の
穴
に
、
食
糧
を
貯

酬
簿
、
，

深田遺跡における食糧を貯蔵した穴

蔵
し
た
り
し

て
長
い
久
、
を

迎
え
た
の
で

し
ょ
う
か
。

当
時
、
綱

の
錘
に
使
っ

た
と
田
心
わ
れ

　
せ
き
マ
い

る
石
錘
や
、

石
の
や
じ
り

や
、
く
る
み

な
ど
を
割
る

に
用
い
た
凹

出土した土器の破片（深田遺跡）

石
、
栃
の
実
な
ど
を
磨
り
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
マ
リ
い
し

ぶ
し
た
と
考
え
ら
れ
る
磨
石

な
ど
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　
中
段
の
写
真
の
よ
う
に
、

い
ろ
い
ろ
な
文
様
を
つ
け
た

土
需
も
発
見
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
信
濃
川
流
域
に

広
く
分
布
し
て
い
る
遺
跡
か

ら
発
見
さ
れ
た
土
器
の
文
様

と
ほ
と
ん
ど
お
な
じ
で
す
。

　
（
文
責
　
秦
　
繁
治
）

繋

嘩

中学生が夏休みを返上して発掘に協力してくれました。　（深田遺跡）

⑪まつのやま

　
栃
木
県
に
本
社
を
持
つ
川
岸
縫

三
省
工
業
団
地
へ
松
之
山
．
工
場
を

造
っ
て
か
ら
五
年
が
過
ぎ
、
こ

の
程
、
そ
の
五
周
年
記
念
式
典
が

に
ぎ
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
女
性
用
下
着
の
高
級
ブ
ラ
ン
ド

品
を
製
造
し
f
、
い
る
こ
の
会
社
に

は
、
現
在
工
場
長
の
男
性
ほ
か
ト

一
名
の
地
元
の
女
性
が
働
い
て
お

り
、
ま
だ
ま
だ
従
業
員
が
ほ
し
い

ほ
ど
忙
が
し
い
状
態
だ
と
い
う
こ

製
有
限
会
社
（
川
山
．
厚
貞
社
長
）
が
、

地
元
に
進
出
し
て
五
周
年

　
　
　
　
　
川
岸
縫
製
有
限
会
社

　
　
町
に
対
し
て
五
万
円
を
寄
贈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
　
　
皿
　
0

と
て
す

　
川
岸
縫
製
会
社
で
は
、
五
周
年
記

念
と
し
て
、
松
之
山
町
に
対
し
五

万
円
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
で
は
こ
れ
を
受
け
て

基
金
”
の
一
部
と
し
て
利
川
さ
せ

て
い
た
だ
く
事
に
な
り
ま
し
た
。

　
川
岸
縫
製
で
は
働
い
て
く
れ
る

女
性
を
探
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

希
望
の
あ
る
方
は
工
場
の
方
へ
出

掛
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

女性だけの明るい職場

整
㊥
㊧
㊧

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
所
得
税
は
、

毎
月
の
給
料
や
ボ
ー
ナ
ス
か
ら
源

泉
徴
収
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
毎
月
源
泉
徴
収
さ
れ

た
所
得
税
の
年
間
合
計
額
と
、
そ

の
年
の
給
与
総
額
に
対
す
る
税
金

（
年
税
額
）
と
は
、
次
の
理
由
な

ど
に
よ
り
必
ず
し
も
一
致
し
ま
せ

ん
。

一
、
結
婚
や
出
産
、
就
職
な
ど
で

　
扶
養
親
族
の
人
数
が
変
わ
る
と
、

　
扶
養
控
除
等
の
金
額
が
変
わ
る

た
め
。

．
一
、
生
命
・
損
雫
．
H
保
険
料
の
控
除

　
や
配
偶
者
特
別
控
除
な
ど
は
、

　
毎
月
の
源
泉
徴
収
で
は
考
慮
さ

れ
な
い
た
め
．

．
、
一
、
　
「
給
与
所
得
の
、
源
泉
徴
収
税

　
額
表
」
ほ
、
毎
月
の
給
与
等
の

　
額
が
変
わ
ら
な
い
も
の
と
し
て

　
い
る
た
め
。

四
、
特
に
本
年
は
「
六
、
』
年
分
の

　
所
得
税
の
臨
時
特
例
法
」
が
施

　
行
さ
れ
、
税
負
担
の
軽
減
が
図

　
ら
れ
た
た
め
．

　
こ
れ
ら
の
理
山
に
よ
り
、
毎
月

源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
の
年
問

累
計
額
と
給
与
総
額
に
対
す
る
年

税
額
に
は
過
．
杢
足
が
生
じ
ま
す
。

　
こ
の
過
、
李
足
を
、
そ
の
年
の
最

後
の
給
料
や
ボ
ー
ナ
ス
が
支
払
わ

れ
る
時
に
精
算
す
る
こ
と
を
「
年

』
木
調
整
し
と
い
い
ま
す
。

　
こ
の
「
年
末
調
整
」
に
よ
り
、

納
め
過
ぎ
の
、
場
合
に
絃
．
迷
付
さ
れ
、

納
め
足
り
な
い
場
合
に
は
徴
収
さ

れ
て
、
そ
の
年
の
納
税
が
完
了
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

一
、
給
与
の
収
人
金
額
が
一
五
〇

　
〇
万
円
を
超
え
る
人

二
、
給
与
所
得
及
び
退
職
所
得
以

　
外
の
所
得
が
、
一
〇
万
円
を
超
え

　
る
人

、
二
、
災
害
に
よ
る
源
泉
所
得
税
の

　
徴
収
猶
予
や
還
付
を
受
け
て
い

　
る
人

な
ど
は
、
確
｛
疋
申
告
を
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
．

　
詳
し
く
は
税
務
署
、
役
場
税
務

係
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
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町
の
あ
ゆ
み
は

　
　
四
千
五
百
年
前
か
ら

　
縄
目
の
文
様
を
つ
け
た
素
焼
の

土
器
を
つ
く
り
、
狩
猟
、
採
集
の

生
活
を
し
て
い
た
一
万
年
か
ら
二

千
三
百
年
ほ
ど
前
の
時
代
を
縄
文

時
代
と
い
い
ま
す
。

　
こ
の
頃
の
人
び
と
が
使
用
し
た

土
器
・
石
器
を
遺
物
、
地
面
に
残

し
た
跡
を
遺
構
と
い
い
ま
す
。

　
町
内
に
は
、
三
桶
字
深
田
、
橋

詰
字
居
村
・
湯
山
字
中
江
・
小
各

字
居
村
。
同
深
林
・
黒
倉
字
ニ
ツ

沢
・
浦
田
字
西
之
前
な
ど
に
遺
物

が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　
い
ま
ま
で
に
、
一
番
古
い
土
器

が
見
つ
か
っ
た
の
は
、
湯
山
の
中

江
遺
跡
で
、
鶏
の
と
さ
か
に
似
た

把
手
を
つ
け
た
鉢
形
の
土
器
で
し

た
。
い
ま
か
ら
お
よ
そ
四
千
五
百

年
ほ
ど
前
の
も
の
で
、
そ
の
頃
の

気
候
は
、
い
ま
と
ほ
と
ん
ど
変
わ

ら
な
か
っ
た
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
四
千
年
ほ
ど
前
に
な
り
ま
す
と
、

深
田
、
・
橋
詰
居
村
・
深
林
・
小
谷
・

居
村
・
黒
倉
の
十
文
字
な
ど
に
も
、

人
び
と
が
生
活
の
跡
を
残
し
て
い

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
中
江
に
も
こ
の

頃
の
生
活
の
跡
が
あ
り
ま
す
。

　
三
千
五
百
年
ほ
ど
前
に
な
り
ま

す
と
、
深
田
・
橋
詰
居
村
・
黒
倉

の
十
文
字
な
ど
に
も
、
人
び
と
が

生
活
を
し
ま
し
た
が
、
気
温
が
少

し
さ
が
り
、
生
活
環
境
が
、
悪
く
な

り
、
生
活
の
跡
が
少
な
く
な
り
ま

し
た
。

　
二
千
五
百

年
ほ
ど
前
に

用
い
た
土
器

が
西
之
前
で

見
つ
か
っ
て

い
ま
す
．

　
八
月
下
旬
、

町
内
の
中
幽
子

生
が
深
田
の

，
段
丘
上
で
発

掘
調
査
に
汗

を
流
し
ま
し

た
。

　
深
田
遺
跡

は
、
標
高
約

二
四
七
麿
余

の
丘
の
上
に
、
約
千

二
百
平
方
層
に
広
が

る
遺
跡
で
、
現
在
ラ

ッ
キ
ョ
ウ
畑
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
下
の
写
真
の
よ
う

に
、
平
担
な
日
当
り

の
よ
い
と
こ
ろ
で
、

遺
跡
の
北
側
に
は
越

道
川
が
流
れ
、
東
側

は
山
に
つ
づ
き
ま
す
。

　
川
で
魚
を
採
り
、

上
の
写
真
の
貯
蔵
庫

の
穴
に
、
食
糧
を
貯

酬
簿
、
，

深田遺跡における食糧を貯蔵した穴

蔵
し
た
り
し

て
長
い
久
、
を

迎
え
た
の
で

し
ょ
う
か
。

当
時
、
綱

の
錘
に
使
っ

た
と
田
心
わ
れ

　
せ
き
マ
い

る
石
錘
や
、

石
の
や
じ
り

や
、
く
る
み

な
ど
を
割
る

に
用
い
た
凹

出土した土器の破片（深田遺跡）

石
、
栃
の
実
な
ど
を
磨
り
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
マ
リ
い
し

ぶ
し
た
と
考
え
ら
れ
る
磨
石

な
ど
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　
中
段
の
写
真
の
よ
う
に
、

い
ろ
い
ろ
な
文
様
を
つ
け
た

土
需
も
発
見
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
信
濃
川
流
域
に

広
く
分
布
し
て
い
る
遺
跡
か

ら
発
見
さ
れ
た
土
器
の
文
様

と
ほ
と
ん
ど
お
な
じ
で
す
。

　
（
文
責
　
秦
　
繁
治
）

繋

嘩

中学生が夏休みを返上して発掘に協力してくれました。　（深田遺跡）

⑪まつのやま

　
栃
木
県
に
本
社
を
持
つ
川
岸
縫

三
省
工
業
団
地
へ
松
之
山
．
工
場
を

造
っ
て
か
ら
五
年
が
過
ぎ
、
こ

の
程
、
そ
の
五
周
年
記
念
式
典
が

に
ぎ
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
女
性
用
下
着
の
高
級
ブ
ラ
ン
ド

品
を
製
造
し
f
、
い
る
こ
の
会
社
に

は
、
現
在
工
場
長
の
男
性
ほ
か
ト

一
名
の
地
元
の
女
性
が
働
い
て
お

り
、
ま
だ
ま
だ
従
業
員
が
ほ
し
い

ほ
ど
忙
が
し
い
状
態
だ
と
い
う
こ

製
有
限
会
社
（
川
山
．
厚
貞
社
長
）
が
、

地
元
に
進
出
し
て
五
周
年

　
　
　
　
　
川
岸
縫
製
有
限
会
社

　
　
町
に
対
し
て
五
万
円
を
寄
贈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
　
　
皿
　
0

と
て
す

　
川
岸
縫
製
会
社
で
は
、
五
周
年
記

念
と
し
て
、
松
之
山
町
に
対
し
五

万
円
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
で
は
こ
れ
を
受
け
て

基
金
”
の
一
部
と
し
て
利
川
さ
せ

て
い
た
だ
く
事
に
な
り
ま
し
た
。

　
川
岸
縫
製
で
は
働
い
て
く
れ
る

女
性
を
探
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

希
望
の
あ
る
方
は
工
場
の
方
へ
出

掛
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

女性だけの明るい職場

整
㊥
㊧
㊧

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
所
得
税
は
、

毎
月
の
給
料
や
ボ
ー
ナ
ス
か
ら
源

泉
徴
収
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
毎
月
源
泉
徴
収
さ
れ

た
所
得
税
の
年
間
合
計
額
と
、
そ

の
年
の
給
与
総
額
に
対
す
る
税
金

（
年
税
額
）
と
は
、
次
の
理
由
な

ど
に
よ
り
必
ず
し
も
一
致
し
ま
せ

ん
。

一
、
結
婚
や
出
産
、
就
職
な
ど
で

　
扶
養
親
族
の
人
数
が
変
わ
る
と
、

　
扶
養
控
除
等
の
金
額
が
変
わ
る

た
め
。

．
一
、
生
命
・
損
雫
．
H
保
険
料
の
控
除

　
や
配
偶
者
特
別
控
除
な
ど
は
、

　
毎
月
の
源
泉
徴
収
で
は
考
慮
さ

れ
な
い
た
め
．

．
、
一
、
　
「
給
与
所
得
の
、
源
泉
徴
収
税

　
額
表
」
ほ
、
毎
月
の
給
与
等
の

　
額
が
変
わ
ら
な
い
も
の
と
し
て

　
い
る
た
め
。

四
、
特
に
本
年
は
「
六
、
』
年
分
の

　
所
得
税
の
臨
時
特
例
法
」
が
施

　
行
さ
れ
、
税
負
担
の
軽
減
が
図

　
ら
れ
た
た
め
．

　
こ
れ
ら
の
理
山
に
よ
り
、
毎
月

源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
の
年
問

累
計
額
と
給
与
総
額
に
対
す
る
年

税
額
に
は
過
．
杢
足
が
生
じ
ま
す
。

　
こ
の
過
、
李
足
を
、
そ
の
年
の
最

後
の
給
料
や
ボ
ー
ナ
ス
が
支
払
わ

れ
る
時
に
精
算
す
る
こ
と
を
「
年

』
木
調
整
し
と
い
い
ま
す
。

　
こ
の
「
年
末
調
整
」
に
よ
り
、

納
め
過
ぎ
の
、
場
合
に
絃
．
迷
付
さ
れ
、

納
め
足
り
な
い
場
合
に
は
徴
収
さ

れ
て
、
そ
の
年
の
納
税
が
完
了
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

一
、
給
与
の
収
人
金
額
が
一
五
〇

　
〇
万
円
を
超
え
る
人

二
、
給
与
所
得
及
び
退
職
所
得
以

　
外
の
所
得
が
、
一
〇
万
円
を
超
え

　
る
人

、
二
、
災
害
に
よ
る
源
泉
所
得
税
の

　
徴
収
猶
予
や
還
付
を
受
け
て
い

　
る
人

な
ど
は
、
確
｛
疋
申
告
を
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
．

　
詳
し
く
は
税
務
署
、
役
場
税
務

係
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
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．
．
、
劣
馨

窃
・饗
纏
鞭

　このコーナーでは皆さんからの質問

意見・要望等を広く募集しています。

担当者が責任をもって回答させていた

だきますので、どんな事でも結構です

からお寄せください。お待ちしています。

　
つ
い
先
日
、
父
親
が
亡
く
な
り
ま
し
た

の
で
相
続
登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

事
を
人
か
ら
聞
ぎ
ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う

な
手
続
き
を
す
れ
ば
良
い
の
か
教
え
て
く

だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
（
小
谷
相
沢
）

お
答
え
し
ま
す
詩
相
続
は
父
親
の

死
亡
に
よ
り
開
始
さ
れ
ま
す
。

　
相
続
の
開
始
に
よ
り
、
父
親
の

財
産
に
属
し
た
一
切
の
権
利
義
務

を
、
相
続
人
が
継
承
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
相
続
人
と
は
、
死
亡
者
の
配
偶

者
（
母
親
）
と
子
供
全
員
で
す
が
、

こ
の
方
た
ち
の
相
談
に
よ
り
相
続

方
法
を
決
め
る
の
が
良
い
と
思
い

ま
す
。

　
死
亡
を
知
っ
た
日
か
ら
三
ケ
月

以
内
に
、
家
庭
裁
判
所
へ
相
続
放

棄
の
申
述
を
行
う
の
が
一
般
的
で
す
。

　
そ
の
他
に
も
、
相
続
人
全
員
の

共
同
相
続
・
遺
産
分
割
・
特
別
受

益
者
・
相
続
人
譲
渡
等
の
方
法
も

あ
り
ま
す
の
で
、
手
続
き
方
法
に

つ
い
て
は
司
法
書
士
（
代
書
人
）

に
相
談
さ
れ
る
こ
と
を
、
お
奨
め

し
ま
す
。

　
相
続
登
記
は
、
相
続
手
続
き
が

済
ん
だ
後
に
行
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
　
　
　
　
住
民
課
　
住
民
係

　
今
、
固
定
資
産
税
の
う
ち
農
地
に
つ
い

て
現
況
課
税
に
す
る
為
、
役
場
か
ら
各
人

の
地
目
別
明
細
が
配
布
さ
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
中
に
公
衆
用
道
路
と
な
っ
て
個
人
の

名
儀
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、

今
迄
税
金
は
納
め
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

又
、
今
後
ど
の
よ
う
な
手
続
き
を
す
れ
ば

良
い
の
で
し
よ
う
か
。
　
　
（
浦
田
本
山
）

お
答
え
し
ま
す
”
個
人
所
有
の
公

衆
用
道
路
に
は
、
お
お
よ
そ
次
の

二
つ
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

◎
部
落
道

　
部
落
道
な
ど
の
目
的
で
道
路
を

開
設
・
あ
る
い
は
拡
幅
し
、
分
筆
・

地
目
変
更
の
登
記
を
済
ま
せ
て
、

代
表
者
の
名
儀
で
所
有
権
の
移
転

の
登
記
を
し
た
土
地
…
…
あ
る
い

は
し
な
か
っ
た
土
地
。

◎
国
県
町
道

　
部
落
道
な
ど
の
目
的
で
開
設
し
、

そ
の
後
町
・
県
道
に
移
管
さ
れ
た

土
地
。

　
皆
さ
ん
に
お
配
り
し
て
あ
り
ま

す
「
土
地
リ
ス
ト
」
中
、
現
況
地

目
が
公
衆
用
道
路
と
な
っ
て
い
る

も
の
は
、
固
定
資
産
税
は
非
課
税

で
す
。
ま
た
、
　
「
部
落
道
」
あ
る

い
は
部
落
道
と
し
て
開
設
し
、
現

在
は
国
・
県
・
町
に
移
管
さ
れ
た

「
国
県
町
道
」
の
敷
地
で
、
地
目

が
公
衆
用
道
路
と
な
っ
て
い
な
い

土
地
は
、
登
記
簿
上
の
地
目
で
課

税
し
て
あ
り
ま
す
。

　
個
人
所
有
の
公
衆
用
道
路
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
で
お
わ
か
り
い
た

だ
け
た
か
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
土
地
に
つ
い
て
今

後
ど
う
し
た
ら
良
い
か
と
言
い
ま

す
と
、
ま
ず
各
部
落
に
配
っ
て
あ
る

更
正
図
で
道
路
と
な
っ
て
い
る
地

番
を
拾
い
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
部
落
道
敷
地

　
各
々
の
部
落
で
ど
う
し
た
ら
良

い
か
決
め
て
く
だ
さ
い
。

◎
国
県
町
道

　
国
・
県
・
町
道
の
い
ず
れ
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
部
落
で
道
路
ご
と
に

ま
と
め
て
、
町
へ
寄
附
の
申
請
を

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
寄
附
採
納
の

手
続
き
を
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所

有
権
移
転
の
登
記
を
行
い
ま
す
。

　
寄
附
採
納
の
手
続
き
は
簡
単
に

済
み
ま
す
。
な
お
、
ど
う
し
て
も

寄
附
採
納
し
ろ
…
…
と
い
う
訳
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
国
県
町
道
の

敷
地
を
所
有
し
て
い
て
も
何
の
利

益
に
も
な
り
ま
せ
ん
し
、
た
と
え

公
衆
用
道
路
で
あ
っ
て
も
相
続
・

売
買
登
記
な
ど
の
際
に
は
、
登
録

免
許
税
の
対
象
に
も
な
り
ま
す
。

　
ち
ょ
う
ど
良
い
機
会
で
も
あ
り

ま
す
し
、
こ
の
際
、
寄
附
採
納
を

お
勧
め
し
ま
す
．

　
ま
た
、
固
定
資
産
税
農
地
現
況

課
税
の
実
施
に
あ
た
っ
て
、
納
税

者
の
皆
さ
ん
に
は
多
大
な
労
力
を

お
か
け
す
る
事
に
な
り
ま
す
が
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
総
務
課
税
務
係

⑬まつのやま

交通違反激増

　今年の県内における交通事故件数は昨年を大幅に

上回る延びをみせており、県警では警戒を強めてお

ります。

　最近、町内でも事故・交通違反者の数が増掴して

いるようです。

　これから忘年会・会合等、飲酒の機会がたくさん

あると思います。絶対お酒を飲んでバイク・車など

の運転をしないように注意してください。

　飲ませる方にも同じ責任が問われます。

　夕暮れ時の事故防止とともに、交通三悪の追放に

努めましょう。

●鴨
、8舘8●

正　解　者
　南雲　晴夫さん（西之前）

　村山　．伸さん（湯　本）

　若井千代松さん（小　谷）

　久保田光栄さん（天水島）

ぐ痂や励瘡
面村宗』

訂正・お詫び

　広報10月号の中で新しい町

選挙管理委員の皆さんを紹介

しましたが、その中で久保田

和夫さん（天水越）は、　（天

水島）の誤りでした。

　また、決算の説明の中で町

債の62年度末現在高は、37億

3，579万4千円となっていたの

は、27億3，579万4千円の誤り

でしたので訂正します。
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戸籍の窓
おめでた（雌）
まさとも

正知ちゃん　小林　哲さんの長男（松之山）
まさ　こ

雅子ちゃん　高橋忠一さんの長女（湯　本）

　お《糟み　（麗亡）

高沢キミ子さん　65歳（大荒戸）向

大見義一郎さん　70歳（上蝦池）うしろ

村山重一郎さん　78歳（松之山）角田屋

※10月1日から31日までの届出分です。
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ll月号　出題

●

黒先生き（3手まで）

ダメヅマリ

　
詰
碁
の
回
答
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
応
募
期
限
は
十
一
月
二
十
五
日

（
金
）
ま
で
と
し
ま
す
。
正
解
者
に
は
粗

品
を
進
呈
。
　
（
役
場
議
会
事
務
局
ま
で
）
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．
．
、
劣
馨

窃
・饗
纏
鞭

　このコーナーでは皆さんからの質問

意見・要望等を広く募集しています。

担当者が責任をもって回答させていた

だきますので、どんな事でも結構です

からお寄せください。お待ちしています。

　
つ
い
先
日
、
父
親
が
亡
く
な
り
ま
し
た

の
で
相
続
登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

事
を
人
か
ら
聞
ぎ
ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う

な
手
続
き
を
す
れ
ば
良
い
の
か
教
え
て
く

だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
（
小
谷
相
沢
）

お
答
え
し
ま
す
詩
相
続
は
父
親
の

死
亡
に
よ
り
開
始
さ
れ
ま
す
。

　
相
続
の
開
始
に
よ
り
、
父
親
の

財
産
に
属
し
た
一
切
の
権
利
義
務

を
、
相
続
人
が
継
承
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
相
続
人
と
は
、
死
亡
者
の
配
偶

者
（
母
親
）
と
子
供
全
員
で
す
が
、

こ
の
方
た
ち
の
相
談
に
よ
り
相
続

方
法
を
決
め
る
の
が
良
い
と
思
い

ま
す
。

　
死
亡
を
知
っ
た
日
か
ら
三
ケ
月

以
内
に
、
家
庭
裁
判
所
へ
相
続
放

棄
の
申
述
を
行
う
の
が
一
般
的
で
す
。

　
そ
の
他
に
も
、
相
続
人
全
員
の

共
同
相
続
・
遺
産
分
割
・
特
別
受

益
者
・
相
続
人
譲
渡
等
の
方
法
も

あ
り
ま
す
の
で
、
手
続
き
方
法
に

つ
い
て
は
司
法
書
士
（
代
書
人
）

に
相
談
さ
れ
る
こ
と
を
、
お
奨
め

し
ま
す
。

　
相
続
登
記
は
、
相
続
手
続
き
が

済
ん
だ
後
に
行
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
　
　
　
　
住
民
課
　
住
民
係

　
今
、
固
定
資
産
税
の
う
ち
農
地
に
つ
い

て
現
況
課
税
に
す
る
為
、
役
場
か
ら
各
人

の
地
目
別
明
細
が
配
布
さ
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
中
に
公
衆
用
道
路
と
な
っ
て
個
人
の

名
儀
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、

今
迄
税
金
は
納
め
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

又
、
今
後
ど
の
よ
う
な
手
続
き
を
す
れ
ば

良
い
の
で
し
よ
う
か
。
　
　
（
浦
田
本
山
）

お
答
え
し
ま
す
”
個
人
所
有
の
公

衆
用
道
路
に
は
、
お
お
よ
そ
次
の

二
つ
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

◎
部
落
道

　
部
落
道
な
ど
の
目
的
で
道
路
を

開
設
・
あ
る
い
は
拡
幅
し
、
分
筆
・

地
目
変
更
の
登
記
を
済
ま
せ
て
、

代
表
者
の
名
儀
で
所
有
権
の
移
転

の
登
記
を
し
た
土
地
…
…
あ
る
い

は
し
な
か
っ
た
土
地
。

◎
国
県
町
道

　
部
落
道
な
ど
の
目
的
で
開
設
し
、

そ
の
後
町
・
県
道
に
移
管
さ
れ
た

土
地
。

　
皆
さ
ん
に
お
配
り
し
て
あ
り
ま

す
「
土
地
リ
ス
ト
」
中
、
現
況
地

目
が
公
衆
用
道
路
と
な
っ
て
い
る

も
の
は
、
固
定
資
産
税
は
非
課
税

で
す
。
ま
た
、
　
「
部
落
道
」
あ
る

い
は
部
落
道
と
し
て
開
設
し
、
現

在
は
国
・
県
・
町
に
移
管
さ
れ
た

「
国
県
町
道
」
の
敷
地
で
、
地
目

が
公
衆
用
道
路
と
な
っ
て
い
な
い

土
地
は
、
登
記
簿
上
の
地
目
で
課

税
し
て
あ
り
ま
す
。

　
個
人
所
有
の
公
衆
用
道
路
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
で
お
わ
か
り
い
た

だ
け
た
か
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
土
地
に
つ
い
て
今

後
ど
う
し
た
ら
良
い
か
と
言
い
ま

す
と
、
ま
ず
各
部
落
に
配
っ
て
あ
る

更
正
図
で
道
路
と
な
っ
て
い
る
地

番
を
拾
い
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
部
落
道
敷
地

　
各
々
の
部
落
で
ど
う
し
た
ら
良

い
か
決
め
て
く
だ
さ
い
。

◎
国
県
町
道

　
国
・
県
・
町
道
の
い
ず
れ
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
部
落
で
道
路
ご
と
に

ま
と
め
て
、
町
へ
寄
附
の
申
請
を

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
寄
附
採
納
の

手
続
き
を
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所

有
権
移
転
の
登
記
を
行
い
ま
す
。

　
寄
附
採
納
の
手
続
き
は
簡
単
に

済
み
ま
す
。
な
お
、
ど
う
し
て
も

寄
附
採
納
し
ろ
…
…
と
い
う
訳
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
国
県
町
道
の

敷
地
を
所
有
し
て
い
て
も
何
の
利

益
に
も
な
り
ま
せ
ん
し
、
た
と
え

公
衆
用
道
路
で
あ
っ
て
も
相
続
・

売
買
登
記
な
ど
の
際
に
は
、
登
録

免
許
税
の
対
象
に
も
な
り
ま
す
。

　
ち
ょ
う
ど
良
い
機
会
で
も
あ
り

ま
す
し
、
こ
の
際
、
寄
附
採
納
を

お
勧
め
し
ま
す
．

　
ま
た
、
固
定
資
産
税
農
地
現
況

課
税
の
実
施
に
あ
た
っ
て
、
納
税

者
の
皆
さ
ん
に
は
多
大
な
労
力
を

お
か
け
す
る
事
に
な
り
ま
す
が
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
総
務
課
税
務
係

⑬まつのやま

交通違反激増

　今年の県内における交通事故件数は昨年を大幅に

上回る延びをみせており、県警では警戒を強めてお

ります。

　最近、町内でも事故・交通違反者の数が増掴して

いるようです。

　これから忘年会・会合等、飲酒の機会がたくさん

あると思います。絶対お酒を飲んでバイク・車など

の運転をしないように注意してください。

　飲ませる方にも同じ責任が問われます。

　夕暮れ時の事故防止とともに、交通三悪の追放に

努めましょう。

●鴨
、8舘8●

正　解　者
　南雲　晴夫さん（西之前）

　村山　．伸さん（湯　本）

　若井千代松さん（小　谷）

　久保田光栄さん（天水島）

ぐ痂や励瘡
面村宗』

訂正・お詫び

　広報10月号の中で新しい町

選挙管理委員の皆さんを紹介

しましたが、その中で久保田

和夫さん（天水越）は、　（天

水島）の誤りでした。

　また、決算の説明の中で町

債の62年度末現在高は、37億

3，579万4千円となっていたの

は、27億3，579万4千円の誤り

でしたので訂正します。
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まさとも

正知ちゃん　小林　哲さんの長男（松之山）
まさ　こ

雅子ちゃん　高橋忠一さんの長女（湯　本）

　お《糟み　（麗亡）

高沢キミ子さん　65歳（大荒戸）向

大見義一郎さん　70歳（上蝦池）うしろ

村山重一郎さん　78歳（松之山）角田屋

※10月1日から31日までの届出分です。
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を
募
集
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
応
募
期
限
は
十
一
月
二
十
五
日

（
金
）
ま
で
と
し
ま
す
。
正
解
者
に
は
粗
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を
進
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。
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にのっている所

な攣∠？馨〆藷
7ル
矯
蔚

大厳寺牧場ですべり台に

　　　　　　のっている所

．『心〆　．「1　彌．醐

　　　　　藪蟻一蟻〆

タ暮れ時の交通事故防止

こ
よ
み

　秋の深まりとともに日没が早まり、天候も不順とな

る事から、例年、歩行者・自転車利用1者を中心とした

交通事故が多発しているので、運転者はもちろん、歩

行者も十分注意し、夕暮れ時の事故防止に努めましよ

う。

◎事故防止運動の重点として

ン編～
たかはしかなさん

▼
1
0
月
の
で
き
ご
と

1、ライトの早期点灯

2、高齢歩行者、自転車利用者の交通事故防止

3、若者の車・バイクの無謀運転の追放

97
ー8
1
2
1

交癒零全は
啄魔かう・＝

趣
ジ
◎
、

●

3
0

蟹

農
業
委
員
会
総
会

キ
ノ
コ
狩
り
（
1
6
H
も
実

施
・
大
厳
芋
高
原
）

第
7
回
町
駅
伝
人
会

部
落
総
代
会

行
政
相
談
（
休
養
村
セ
ン

タ
ー
）

　
〃
　
　
（
浦
田
）

坂
口
安
吾
生
誕
記
へ
，
心
祭

31　30　　　29　26　　　22

日日　一Il日　　口

農農町錦農＿第
業業美鯉業体7
委祭術　品　所　育　回

員・展、評得館東
会芸＿会、調24頸
糸惹能セ　 査日城
会祭ン　員ま郡
　　タ　会で美
　　　1　　　、i義　）　そ街

　　）　　　　展

▼
1
1
月
の
予
定

7，
3
1

2
｝

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会松
之
由
町
ピ
ン
ポ
ン
大
会

育
年
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

（
6
人
制
）

編
集
後
記

秋
も
す
っ
か
り
深
ま
り
を
見
せ
、

日
一
日
と
寒
さ
が
増
す
よ
う
に
感

じ
ら
れ
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

十
月
十
二
日
、
松
之
山
の
高
い

山
々
は
早
く
も
初
冠
雪
を
記
録
し
、

気
象
庁
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今

年
は
大
雪
を
覚
悟
し
な
く
て
は
い

け
な
い
よ
う
で
す
。
ま
た
、
今
年

は
ミ
ョ
ウ
ガ
に
赤
い
花
の
よ
う
な

実
が
つ
い
た
と
い
う
話
も
沢
山
聞

き
ま
す
。
確
か
五
十
八
年
の
秋
も

い
っ
ぱ
い
つ
い
た
と
か
…
…
何
か

雪
と
関
係
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

十
月
は
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
農

業
と
、
色
々
な
行
事
が
沢
山
あ
り

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
出
稼
ぎ
に
出

ら
れ
る
皆
さ
ん
、
身
体
を
大
切
に

働
い
て
来
て
く
だ
さ
い
。

広
報
ま
つ
の
や
ま
63
年
1
1
月
号
□
毎
月
－
回
－o
日
発
行

□
発
行
／
松
之
山
町
君
㈲
3
1
3
1
　
　
□
編
集
／
議
会
事
務
局

広報

7
『

保育園見による鼓笛演奏　　ll月16日松之山保育園おゆうぎ会より

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　198812月毎（，、1、、）

12月旧現在□総人・4，026人（一15）□男i，970人（一6）口女2，056人（一9）□世帯数1・201戸（一3）

　）内は口月1日との比較


